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警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

こここののの製製製品品品のののエエエンンンジジジンンンかかからららののの排排排気気気やややそそそののの成成成分分分
はははカカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性ややや先先先天天天性性性
異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままますすす。。。

重重重要要要 こここのののエエエンンンジジジンンンにににはははスススパパパーーーククク・・・アアアレレレスススタタタががが
装装装着着着ささされれれててていいいままませせせんんん。。。カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの森森森林林林
地地地帯帯帯・・・潅潅潅木木木地地地帯帯帯・・・草草草地地地なななどどどでででこここののの機機機械械械ををを使使使用用用すすす
るるる場場場合合合にににははは、、、法法法令令令ににによよよりりりスススパパパーーーククク・・・アアアレレレスススタタタののの
装装装着着着ががが義義義務務務づづづけけけららられれれててていいいままますすす。。。他他他ののの国国国ややや地地地域域域ににに
おおおいいいてててももも、、、法法法令令令ににによよよりりりスススパパパーーーククク・・・アアアレレレスススタタタののの装装装
着着着ががが義義義務務務づづづけけけららられれれててていいいるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

このスパーク・アレスタはカナダ ICES-002 適
合品です。

同同同梱梱梱ささされれれててていいいるるる エエエンンンジジジンンンのののオオオーーーナナナーーーズズズマママニニニュュュ
アアアルルル ははは、、、米米米国国国環環環境境境保保保護護護局局局（（（EPAEPAEPA）））とととカカカリリリフフフォォォルルル
ニニニアアア排排排ガガガススス規規規制制制、、、保保保守守守おおおよよよびびび製製製品品品保保保証証証ににに関関関連連連
しししててておおお届届届けけけすすするるるももものののででですすす。。。新新新しししいいいマママニニニュュュアアアルルル
ががが必必必要要要なななっっったたた場場場合合合にににはははエエエンンンジジジンンンメメメーーーカカカーーーにににごごご
連連連絡絡絡をををおおお願願願いいいしししままますすす。。。

はははじじじめめめににに
この説明書を読んで製品の運転方法や整備方
法を十分に理解してください。オペレータや周
囲の人の人身事故や製品の損傷を防ぐ上で大切
な情報が記載されています。製品の設計製造、
特に安全性には Toro 社において常に最大の注
意を払っておりますが、この製品を適切かつ安
全に使用するのはお客様の責任です。弊社Toro
のウェブサイトwww.Toro.com で製品・アクセ
サリ情報の閲覧、代理店についての情報閲覧、
お買い上げ製品の登録などを行っていただく
ことができます。

整備について、またToro 純正部品についてな
ど、分からないことはお気軽に弊社代理店また
はToro カスタマー・サービスにおたずねくださ
い。お問い合わせの際には、必ず製品のモデル
番号とシリアル番号をお知らせください。図 1
にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘板の
取り付け位置を示します。

図図図 111

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すた
めの警告記号図 2を使用しております。死亡事
故を含む重大な人身事故を防止するための注意
ですから必ずお守りください。

図図図 222

1. 危険警告記号。

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重
要要要「重要」は製品の構造などについての注意点
を、注注注はその他の注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
不適切な使い方をしたり手入れを怠ったりする
と、人身事故につながります。事故を防止する
ため、以下に示す安全上の注意や安全注意標識
のついている遵守事項は必ずお守りください。
これは「注意」、「警告」、「危険」など、人
身の安全に関わる注意事項を示しています。こ
れらの注意を怠ると死亡事故などの重大な人身
事故が発生することがあります。

この機械の運転、管理、保守に関わる方々は、
以下のような安全関連規格・規則についての知
識をお持ちになると有利です（下記住所に英語
資料を請求することができる）。

• 引火性および可燃性液体の取り扱い規則：
ANSI/NFPA 30

• National Fire Protection Association:
ANSI/NFPA #505; 動力式産業トラック
National Fire Prevention Association
Barrymarch Park Quincy, Massachusetts
02269 U.S.A.

• SAE J2258 軽作業用車両関連規定
SAE International 400 Commonwealth
Drive, Warrendale, PA 15096-0001, U.S.A.

• ANSI/UL 558; 内燃機関を動力とす
る産業用トラック
American National Standards
Institute, Inc. 1430 Broadway
New York, New York 10018 U.S.A.
または Underwriters Laboratories
333 Pfingsten Road Northbrook, Illinois
60062 U.S.A.

安安安全全全ななな運運運転転転のののたたためめめににに

こここのののスススプププレレレーーーヤヤヤはははオオオフフフロロローーードドド専専専用用用車車車両両両ででであああ
りりり、、、公公公道道道ややや高高高速速速道道道路路路ををを走走走行行行ををを前前前提提提とととしししたたた設設設
計計計製製製造造造をををおおおこここなななっっっててておおおりりりままませせせんんん。。。

管管管理理理者者者ののの責責責任任任

• オペレータに対して適切な訓練を行ってくだ
さい。オペレーターズマニュアルやエンジ
ンマニュアルに書かれている説明や機体に

貼付されている注意書きなどの内容をオペ
レータが十分理解するようにしてください。

• 特殊な場所（例えば斜面）のための作業手順
や安全確認規則を作り、全員がそれを守っ
て作業を行うよう徹底してください。

薬薬薬剤剤剤ののの安安安全全全管管管理理理

こここののの散散散布布布装装装置置置ででで取取取りりり扱扱扱ううう農農農薬薬薬ははは人人人体体体ややや動動動植植植
物物物、、、土土土壌壌壌なななどどどににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす可可可能能能性性性がががあああるるる
のののででで取取取りりり扱扱扱いいいにににははは十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

••• 自自自分分分自自自身身身ののの安安安全全全ををを守守守るるるたたためめめににに、、、農農農薬薬薬ををを取取取
りりり扱扱扱ううう前前前ににに、、、容容容器器器ににに張張張っっってててあああるるるラララベベベルルルややや
安安安全全全デデデーーータタタ･･･シシシーーートトトなななどどど取取取りりり扱扱扱いいい上上上ののの注注注
意意意をををよよよくくく読読読んんんででで理理理解解解ししし、、、薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの
指指指示示示ををを守守守るるる。。。たたたとととえええばばば、、、保保保護護護めめめがががねねね（（（ゴゴゴ
グググルルル）））、、、手手手袋袋袋なななどどど、、、薬薬薬剤剤剤とととののの接接接触触触ををを防防防止止止
ししし危危危険険険かかかららら身身身ををを守守守るるるここことととのののででできききるるる適適適切切切ななな
保保保護護護対対対策策策ををを講講講じじじるるる。。。

••• 散散散布布布すすするるる薬薬薬剤剤剤ははは一一一種種種類類類とととははは限限限らららななないいいののの
ででで、、、取取取りりり扱扱扱っっっててていいいるるるすすすべべべてててののの薬薬薬剤剤剤ににに関関関ししし
ててて注注注意意意事事事項項項ををを必必必ずずず確確確認認認すすするるる。。。

••• 上上上記記記安安安全全全確確確保保保ににに必必必要要要ななな情情情報報報ががが手手手ににに入入入ららら
ななないいい場場場合合合にににははは、、、こここののの装装装置置置ののの運運運転転転ををを拒拒拒否否否
すすするるるこここととと！！！

••• 散散散布布布装装装置置置ののの取取取りりり扱扱扱いいいををを開開開始始始すすするるるまままえええににに、、、
そそそののの装装装置置置ををを前前前回回回使使使用用用しししたたたあああとととににに薬薬薬剤剤剤メメメーーー
カカカーーーののの指指指示示示ににに従従従っっっててて333回回回のののすすすすすすぎぎぎ洗洗洗いいいややや
必必必要要要ななな中中中和和和処処処理理理ががが行行行わわわれれれたたたかかかををを確確確認認認すすす
るるるこここととと。。。

••• 十十十分分分ななな量量量ののの水水水ととと石石石鹸鹸鹸ををを身身身近近近ににに常常常備備備ししし、、、薬薬薬
剤剤剤ががが皮皮皮膚膚膚ににに直直直接接接触触触れれれたたた場場場合合合にににははは、、、直直直ちちち
ににに洗洗洗いいい流流流すすすこここととと。。。

• 薬剤の取り扱いに関する適切な教育訓練を
受けてください。

• 目的にあった適切な薬剤を使用してくださ
い。

• 薬剤を安全に使用するために、薬剤メーカー
の指示を必ず守ってください。

• 薬剤の取り扱いは換気のよい場所で行って
ください。

• 作業にあたっては保護めがね（ゴグル）な
ど、メーカーが指定する安全対策を必ず実
行してください。皮膚の露出をできるだけ
小さくしてください。
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• いつでも、特に薬剤タンクに薬液を作ると
きに、真水を手元に用意してください。

• 薬剤を取り扱い中は、飲食や喫煙をしない
でください。

• 作業終了後は直ちに手足や露出部をよく
洗ってください。

• 使用しなかった薬液や薬剤容器は、メー
カーや地域の規則に従って適切に廃棄して
ください。

• 薬剤や薬剤からの蒸気は危険です。絶対に、
タンクの中に入ったり、頭を入れたり、タン
クの上に顔をさらしたりしないでください。

運運運転転転ののの前前前ににに
• 本機をご使用になる前に必ずこのマニュア

ルをお読みになり､内容をよく理解してく
ださい｡

• 子供には絶絶絶対対対ににに運転させないでください。

• 大人であっても､ オペレーターズマニュアル
をよく読んで理解している方以外には絶絶絶対対対
ににに運転させないでください｡ 訓練を受け、許
可されている人以外には運転させないでく
ださい。肉体的､ 精神的に十分な能力のない
方には運転させないでください｡

• 本機は､運運運転転転手手手以外に､所定の助手席に１１１名名名
ののの乗乗乗員員員を乗せることができます｡ スプレーヤ
には絶絶絶対対対ににに人を乗せないでください。

• アルコールや薬物を摂取した状態では絶絶絶対対対ににに
運転しないでください。医師の処方薬や市販
の風邪薬でも眠気を催すことがあります。

• 疲れているときには運転しないでください。
運転中も定期的に休憩を取ってください。
常に十分な注意力と集中力を発揮できるこ
とが非常に重要です。

• 操作方法をしっかり身につけ、緊急時にす
ぐにエンジンを停止できるようになってく
ださい。

• ガードなどの安全装置やステッカー類は必
ず所定の場所に取り付けて使用してくださ
い。安全カバーが破損したり、ステッカー
の字がよめなくなったりした場合には、機
械を使用する前に修理し、ステッカーは新
しいものに貼り換えてください。

• 作業には頑丈な靴を着用してください。サン
ダルやテニスシューズ、スニーカーでの作業
は避けてください。だぶついた衣類やアクセ
サリは機械にからみつく危険があり、人身事
故のもとですから着用しないでください。

• 安全メガネ、安全靴、長ズボンおよびヘ
ルメットの着用をおすすめします。地域に

よってはこれらの着用が条例などで義務付
けられています。

• 暗くなったら、特に不案内な場所で暗くなっ
たら、運転を控えてください。どうしても
暗い場所で運転しなければならない場合は
必ずヘッドライトを点灯させ、安全に十分
注意してください。場合によっては補助ラ
イトを取り付けてください。

• 人の近くで作業するときは十二分に注意を
払ってください。どの人がどこに人がいる
かを常に意識しながら運転してください。

• 作業前に、「運転」の章の「運転前の点検」
に示されている各部を必ず点検してくださ
い。万一異常を発見したら作作作業業業ををを中中中止止止 して
ください。必ず使用する前に修理や調整を
行って問題を解決しておいてください。

• ポンプを作動させる前に、全部のラインコ
ネクタが適切に接続されていること、およ
びホースの状態が良好であることを確認し
てください。

• ガソリンは引火性が非常に高いので、取り
扱いには十分注意してください。

– ガソリンは認可された容器に保管する。

– エンジン回転中や停止直後に燃料タンク
のふたを開けない。

– ガソリン取り扱い中は禁煙を厳守する。

– 給油は屋外で行い、給油の量はタンク
の首の根元より 25 mm程度下までとする
（首の部分まで燃料を入れない）。入れ
すぎないこと。

– こぼれたガソリンはふき取る。

運運運転転転中中中ににに

エエエンンンジジジンンンののの排排排気気気ガガガスススにににははは致致致死死死性性性ののの有有有毒毒毒物物物質質質
ででであああるるる一一一 酸酸酸化化化炭炭炭素素素ががが含含含まままれれれててていいいるるる。。。

屋屋屋内内内ややや締締締めめめ切切切っっったたた場場場所所所ででではははエエエンンンジジジンンンををを運運運
転転転しししななないいいこここととと。。。

• 運転中は必ず着席してください｡オペレー
タは、可能な限り両手でハンドルを握って
ください。また、手足を車外に出さないよ
うにしてください。

• 頭上の危険物に注意し、低く垂れ下がった
木の枝、門、歩道橋などの下を通り抜ける
ときは安全を必ず確認してください。ご自
身の頭部、およびスプレーヤの上部をぶつ
けないよう注意してください。
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• 安全への注意がおろそかになると、転倒な
ど思わぬ事故となり、けがや死亡など重大
な結果を招きます。運転は常に慎重に。転
倒や暴走事故を防止するために以下の点に
ご注意ください：

– バンカーや川、減速ランプ、不案内な場
所、地形や地表状態が一定しない場所な
どでは必ず減速し、安全距離を取り、十
分な注意をはらう。

– 隠れた穴などの見えない障害に警戒を
怠らない。

– ぬれた場所、悪天候時、満載状態など
での運転には十二分の注意を払う。満載
状態では停止距離が長くなることを忘れ
ずに。

– 急停止や急発進をしないこと。後退から
前進、あるいは前進から後退への切り替
えは、完全に停止する。

– 旋回するときは必ず速度を落とす。急旋
回など突然の操作は、その後の制御が不
安定になりやすく事故のもとであるから
行わない。

– バックする際には必ず後方を確認し、人
がいないことを確かめる。後退時は速度
を落とす。

– 道路付近で作業するときや道路を横断
するときは通行に注意する。歩行者や他
の車両に対し、常に道を譲る心掛けをも
つ。本機は公道や高速道路を走行するた
めの車両ででではははななないいい。右左折などの進路
表示は常に早めに行い、他車の注意を喚
起すること。その他交通ルールを守って
運転する。

– 爆発性の物質が空気中に存在する所では
本機の電気系統や排気系統からの火花が
爆発を引き起こす可能性がある。爆発性
のチリやガスが空気中に含まれている所
では絶対に運転しない。

– 安全に確信が持てない時は 作作作業業業ををを中中中止止止
して責任者に報告し、その指示に従う。

• エンジン回転中や停止直後は、エンジン本
体やマフラーに触れないでください。これ
らの部分は高温になっており、触れると火
傷を負う危険があります。

• 万一、機体が異常な振動をした場合は､直ち
にエンジンを停止し､機械の全動作が停止す
るのを待ち､それから点検にかかってくださ
い｡破損部は必ず修理交換してから作業を再
開してください｡

• 運転席を離れる前に：

1. マシンの動作を完全に停止させる。

2. レンジ・セレクタを ニュートラルにセッ
トし、駐車ブレーキを解除する。

3. キーを OFF位置に回す。

4. 始動キーを抜き取る。

重重重要要要 斜斜斜面面面ににに駐駐駐車車車しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

ブブブレレレーーーキキキ操操操作作作
• 障害物に近づく前に十分減速してください。

これにより、停止や回避のための余裕が生ま
れます。万一実際にぶつかれば、機材を損傷
損失してしまいます。さらにはご自身にけ
が等を負わせることにもなりかねません。

• 停止や旋回は車両総重量と大きな関係があ
ります。積載重量が大きいときには停止も
旋回も難しくなります。積載重量が大きい
ほど停止に掛かる時間が長くなります。

• ターフも普通の路面も、ぬれているときには
非常に滑りやすくなります。停止距離も乾
いているときの2倍から4倍の長さが必要に
なります。また深い水溜りに入ってブレー
キがぬれると、乾燥するまでブレーキが利
かなくなります。水溜りを抜けたあとは速
度を落としてブレーキテストをしてくださ
い。ブレーキが利かなくなっていたら、ブ
レーキ・ペダルを軽く踏み込んだまま、し
ばらく低速で運転しましょう。こうすると
ブレーキが早く乾きます。

斜斜斜面面面やややラララフフフななな場場場所所所でででののの運運運転転転

斜面では転倒しやすくなる上、斜面を登りき
れないときにはエンジンが停止してしまう場合
もあります。あわてると人身事故を起こす危険
があります。

• 下り坂で、特に荷を積んでいる場合には、
急加速や急ブレーキをしないでください。

• 急斜面では絶対に横切り走行を行わないでく
ださい。まっすぐ上るかまっすぐ下るか、
迂回するかしてください。

• 坂を登りきれないでエンストしたり、しそ
うになったりした時は､まず落ち着いてゆっ
くりとブレーキを踏み、必ずバックで､ ゆっ
くりと下がってください｡

• 斜面を走行しながらの旋回は危険です。斜
面でどうしても旋回しなければいけないと
きは、十分に減速し、慎重に操作してくだ
さい。絶対に急旋回や小さなターンをしな
いでください。

• 車両重量が大きいときは斜面での安定性が
悪くなります。斜面では車両をなるべく軽
くし、速度を落として運転してください。
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• 斜面での停止、特に荷を積んだままでの停止
は避けてください。下り坂では平地に比べて
停止に長い距離が必要になります。どうし
ても斜面で停止しなければならない場合に
は、急停止による転倒の危険を避けるために
慎重に車両を制御してください。バックで
斜面を下っているときに急ブレーキを掛け
ると後ろに転倒する危険が高くなります。

• Toro では、本機を斜面で使用する場合に
は、ROPS （横転保護バー）の取り付けを強
くお勧めしています。ROPS を取り付けてい
る場合には必ずシートベルトを着用してく
ださい。

• ラフ、凹凸のある場所、縁石の近く、穴の
近くなど路面が一定でない場所では必ず減
速してください。車体が揺れると重心が移
動し、運転が不安定になります。

路路路面面面ののの急急急変変変化化化ががが起起起こここるるるとととハハハンンンドドドルルルががが突突突然然然回回回
転転転ししし、、、手手手ややや腕腕腕にににけけけがががをををすすするるる場場場合合合がががあああるるる。。。

• 凹凸のある場所での走行や縁石を乗り越え
るときなどは減速する。

• ハンドルは円周部をやわらかく握る。スポー
クやハブの部分でハンドルを持たない。

積積積荷荷荷

どのくらいの重量を積んでいるかで車両の重
心が変化し、ハンドリングも変わってきます。
暴走や人身事故を防止するために、以下の注
意をお守りください。

• 斜面や凹凸のある場所で作業をするときは、
車両をなるべく軽くして運転してください。

• 液剤はタンクの中で動いて重心を変化させ
ます。特に旋回中、斜面走行中や速度を急
に変化させた時、凹凸のある場所を走行し
ている時には、この現象が起こりやすくな
ります。重心の急変は転倒につながります
から十分注意してください。

• 重い積荷を積んで走行しているときには、
速度に注意し、常に安全な停止距離を確保
してください。急ブレーキは絶対につつし
みましょう。斜面ではより慎重な運転を心
がけましょう。

• 重い物を積んでいるときは停止距離が長く
なり転倒しやすくなっていることを忘れな
いでください。

保保保守守守
• 許可を受けた有資格者以外には保守、修

理、調整、点検などの作業をさせないでく
ださい。

• 整備・調整作業の前に､ 車体が完全に洗浄
され、薬剤成分が十分に落とされているこ
とを必ず確認してください｡

• 整備・調整作業の前には､誤って他人がエン
ジンを始動することのないよう、必ずエン
ジンを停止し､駐車ブレーキを掛け、始動ス
イッチからキーを抜いておいてください｡

• ボルト、ナット、ネジ類は十分に締めつけ、
常に機械全体の安全を心掛けてください。

• 火災防止のため、エンジンの周囲に、余分
なグリス、草や木の葉、ホコリなどが溜ま
らないようご注意ください。

• 燃料残量やオイル洩れやバッテリー液など
の点検には、絶対に火を使用しないでくだ
さい。

• エンジンを回転させながら調整を行わな
ければならない時は、手足や頭や衣服を可
動部に近づけないように十分ご注意くださ
い。また、無用の人間を近づけないように
してください｡

• ガソリンや溶剤を使ってパーツ（部品）
を洗浄する時には必ず密閉型の洗浄容器を
使ってください。

• 走走走行行行速速速度度度ガガガバババナナナののの設設設定定定ををを 変えないでくださ
い。Toro正規代理店で走行速度検査を受け、
安全性と精度を確認しておきましょう。

• 油圧のピンホール・リークやノズルからは液
体が高圧で噴出しているので、手などを近
づけないでください。リークの点検には新
聞紙やボール紙を使ってください。高圧で
噴出する液体が皮膚を貫通すると身体に重
大な損傷を引き起こしますので、万一この
ような事故が起こったら､数時間以内に外科
手術を受けないと壊疽(えそ) を起こします｡

• 大がかりな修理が必要になった時や補助が
必要な時は、Toro 正規代理店にご相談く
ださい。

• いつも最高の性能を維持するために、必ず
Toroの純正部品をご使用ください。他社の部
品やアクセサリを使用すると危険な場合が
あります。スプレーヤの改造を行うと、機
械の挙動や性能、耐久性などが変化し、そ
のために事故が起きる可能性があります。
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このような使い方をすると製品保証が適用
されなくなります。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

以下のラベルや指示は危険な個所の見やすい部分に貼付してあります。読めなく
なったものは必ず新しいものに貼り替えてください。

93-068893-068893-0688

1. 警告 ― オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 劇薬による火傷や吸入による危険 ― 手、皮膚、目、鼻の保
護をおこなうこと。

114-9600114-9600114-9600

1. オペレーターズマニュアルを読むこと

93-668193-668193-6681

1. 手足の切断の危険 ― ファン；可動部に近づかないこと。

114-9600114-9600114-9600

1. オペレーターズマニュアルを読むこと

93-668793-668793-6687

1. ここに乗らないこと。

94-335394-335394-3353

1. 手を押しつぶされる危険 ― 手を近づけないこと。

94-717194-717194-7171

1. ヘッドライト

100-8619100-8619100-8619

1. スプレー ON 2. スプレー OFF

104-7628104-7628104-7628

1. オペレーターズマニュアルを読むこと

107-8722107-8722107-8722

1. 駐車ブレーキの使用方法：ブレーキ・ペダルを踏み込み、
レバーをロック位置にする。
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104-9129104-9129104-9129

1. 警告 － オペレーターズマ
ニュアルを読むこと

4. ON

2. ロックして ON 5. OFF

3. クルーズ・コントロール

105-7506105-7506105-7506

1. オペレーターズマニュアル
を読むこと

4. エンジン ― 予熱

2. エンジン ― 停止 5. エンジン ― 始動
3. ON

106-1355106-1355106-1355

1. 警告 ― タンクに入らないこと

106-5016106-5016106-5016

1. 警告 － オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 感電危険 ― 頭上の電線に注意。

3. ブームが当たると危険 ― 周囲の人を十分に遠ざけること。

106-5217106-5217106-5217

1. 高速 12. 右ブーム

2. 無段階調整 13. ブーム下降

3. 低速 14. ブーム上昇
4. ON 15. スプレー ON
5. OFF 16. スプレー OFF
6. 自動 17. 撹拌

7. 手動 18. ポンプ

8. 左ブーム側泡マーカー 19. 無段階調整, 散布水圧

9. 右ブーム側泡マーカー 20. 上げる

10. 左ブーム 21. 下げる

11. センター･ブーム
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106-5517106-5517106-5517

1. 警告 ― 高温部に触れないこと。

107-8666107-8666107-8666

1. 牽引部

2. ロープ掛けのポイント

3. 警告 ― オペレーターズマニュアルを読むこと

107-8667107-8667107-8667

1. ジャッキアップ

2. ジャッキアップ個所

3. 警告 ― ジャッキアップに関する詳しい情報はオペレーター
ズマニュアルを参照のこと。

107-8721107-8721107-8721

1. 巻き込まれる危険：ベルトやファンに巻かれて手足を切断す
る危険 ― 可動部に近づかないこと；車両を離れる時は、駐車
ブレーキを掛け、エンジンを停止させ、キーを抜き取ること。

107-8720107-8720107-8720

1. 打撲や手足切断の危険 ― 乗り込みながらや降りかけながら
エンジンを始動してはならない。必ず運転席に着席し、駐車
ブレーキを掛け、キーを挿入して始動位置に回す。オペレー
ターズ・マニュアルを読むこと。

107-8723107-8723107-8723

1. 警告 － オペレーターズマニュアルを読むこと

2. 転落の危険 ― タンクに乗らないこと。乗車中は車外に手足
を出さないこと。

3. 転倒の危険 ― 高速走行時の急旋回禁止；ターンはゆっくりと。

4. エンジンの停止方法：ブレーキを踏み、ギアをニュートラル
にし、駐車ブレーキを掛け、ブレーキ・ペダルから足を離し、
エンジンを停止させ、キーを抜き取る。

114-9576114-9576114-9576

1. 手を挟まれる危険 - 蝶番部に手を近づけないこと
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107-8724107-8724107-8724

1. 走行 3. ペダル下部を後ろに踏み
込むと後退。

2. ペダル上部を前に踏み込
むと前進。

4. 踏み込みを深くするとス
ピード上昇。

107-8725107-8725107-8725

1. 警告 － オペレーターズマニュアルを読むこと

2. 転倒の危険 ― 12度以上の斜面を高速で横切らないこと。12
度以上の斜面を高速で登らないこと。

107-8726107-8726107-8726

1. 打撲や手足の切断の危険 ― 車両走行中の乗り降り禁止。
乗り降りは必ず完全停止してから。

107-8731107-8731107-8731

1. 警告 － オペレーターズマニュアルを読むこと

2. ラグ･ナットを75-102 N•m （7.6-10.3 kg.m）にトルク締めするこ
と。

107-8732107-8732107-8732

1. 警告 － オペレーターズマニュアルを読むこと

2. ラグ･ナットを 102-122 N•m （10.5-12.0 kg.m）にトルク締め
すること。

108-3293108-3293108-3293

1. ヒューズに関する詳しい情
報はオペレーターズマニュ
アルを参照のこと。

5. 15A ヒューズ；散布システ
ム用

2. 30A ヒューズ；左ブーム昇
降用

6. 10A ヒューズ；ヘッドライト用

3. 30A ヒューズ；右ブーム昇
降用

7. 10A ヒューズ；クルーズ･コ
ントロール用

4. 20A ヒューズ；泡マーカー用 8. 15A ヒューズ；イグニッショ
ン用
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組組組みみみ立立立ててて

付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

111 必要なパーツはありません。 – ブーム蝶番スプリングを点検します。

始動キー 2

オペレーターズマニュアル 1

エンジンマニュアル 1

パーツカタログ 1

オペレータのためのトレーニング資料 1

登録カード 1

222

納品前検査証 1

実際に運転を始める前に、マニュアル
を読みトレーニング資料をご覧になって
ください。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

重重重要要要 スススプププレレレーーーヤヤヤはははノノノズズズルルルををを取取取りりり付付付けけけなななけけけれれればばば使使使用用用ででできききままませせせんんん。。。代代代理理理店店店ととと相相相談談談ののの上上上、、、適適適切切切なななキキキッッットトト
類類類ををを取取取りりり付付付けけけてててくくくだだださささいいい。。。（（（ProProPro Control™Control™Control™ シシシススステテテムムムををを搭搭搭載載載しししててていいいななないいい 場場場合合合）））、、、ブブブーーームムムとととノノノズズズルルルををを
取取取りりり付付付けけけたたたららら、、、使使使用用用すすするるる前前前にににブブブーーームムム・・・バババイイイパパパススス・・・バババルルルブブブののの調調調整整整ををを行行行ううう必必必要要要がががああありりりままますすす；；；こここれれれはははどどど
のののブブブーーームムムををを OFFOFFOFF にににしししてててももも単単単位位位面面面積積積あああたたたりりりののの散散散布布布量量量ががが変変変わわわらららななないいいよよようううにににすすするるるたたためめめののの調調調整整整ででですすす。。。「「「運運運
転転転操操操作作作」」」ののの章章章ののの「「「ブブブーーームムム･･･バババイイイパパパススス･･･バババルルルブブブののの基基基本本本設設設定定定」」」ををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

1
ブブブーーームムム蝶蝶蝶番番番スススプププリリリンンングググををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

重重重要要要 ブブブーーームムム蝶蝶蝶番番番スススプププリリリンンングググののの調調調整整整ををを行行行わわわななないいい
ままままままででで散散散布布布シシシススステテテムムムををを使使使用用用すすするるるとととブブブーーームムム･･･アアアセセセ
ンンンブブブリリリををを破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。スススプププリリリンンングググ
ののの長長長さささををを測測測定定定ししし、、、40mm40mm40mm以以以上上上あああるるる場場場合合合にににはははジジジャャャムムム
ナナナッッットトトををを締締締めめめてててスススプププリリリンンングググををを縮縮縮めめめてててくくくだだださささいいい。。。

梱包上の都合により、ブーム･エクステンショ
ンを前に倒して収納して出荷しています。ブー
ムをこの位置に保持するために、スプリングの
締め付けをゆるくしてあります。マシンをご使
用になる前に、必ずスプリングを正しい圧縮状
態に調整してください。

1. 必要であれば、出荷中に左右のエクステン
ションを固定していた梱包用部材を取り去
る。

2. ブームを散布位置に配置し、その位置で支
える。

3. ブームが開いた状態で、ブーム蝶番の部分
で上部スプリングと下部スプリングの圧縮
状態の長さを測定する(図 3)。

A. 全部のスプリングが、圧縮された状態で
40mm になるように調整する。

B. 長さが40mm以上あるスプリングは、すべ
てジャムナットを締めて調整する。

図図図 333

1. ブーム蝶番スプリング 2. ジャム・ナット
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4. 左右両方の蝶番の各スプリングについて上
記の手順を行う。

5. ブームを移動走行位置（X字に組んだ状態）
とする。詳細については、「運転」の章の
「ブームの操作」を参照。

2
製製製品品品をををよよよくくく知知知るるる

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

2 始動キー

1 オペレーターズマニュアル

1 エンジンマニュアル

1 パーツカタログ

1 オペレータのためのトレーニング資料

1 登録カード

1 納品前検査証

手手手順順順

1. マニュアルを読む。

2. オペレータ用トレーニング資料を見る。

3. 日本のお客様は Toro への返送はご不要で
す。

4. 安全な場所に書類を保管する。
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製製製品品品ののの概概概要要要

G002197

2             1      4          6            7                 9                10

8

11
5

3

12

図図図 444

1. オペレータ乗車位置 4. 薬剤タンク 7. タンクのふた 10. ポンプ水圧ダンプナ

2. 同乗者乗車位置 5. 燃料タンク 8. ポンプ 11. バッテリー

3. ヘッドライト 6. 逆流防止ホース取り付け口 9. 真水タンク 12. タンク･ドレン

図図図 555

1. 左ブーム 3. 右ブーム 5. ブーム･コントロール･シリン
ダ

7. 油圧オイル･タンク

2. センター･ブーム 4. 移動走行用ブーム･クレー
ドル

6. バルブ･クラスタ 8. ダッシュ･クラスタ

14

 



各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作

G002199

1

2

3 4

5

6

7

8 9
図図図 666

1. ハンドル 4. ダッシュ制御部 7. スロットル・レバー

2. マスター・ブーム･スイッチ 5. 走行ペダル 8. オペレータ乗車位置

3. 水圧計 6. スプレーヤ制御部 9. 同乗者乗車位置

走走走行行行ペペペダダダルルル

走行ペダル (図 7) は、前進と後退の２つの
働きがあります。右足のつま先とかかとで操
作し、ペダル前部を踏み込むと前進､後部を踏
み込むと後退です｡ペダルから足を離せば車両
は減速、停止します｡

図図図 777

1. 走行ペダル 3. 駐車ブレーキ･ペダル

2. ブレーキ・ペダル 4. マスター・ブーム・スイッチ

重重重要要要 前前前進進進かかかららら後後後退退退、、、後後後退退退かかかららら前前前進進進ののの切切切りりり替替替えええ
ははは、、、必必必ずずず車車車両両両ををを一一一旦旦旦完完完全全全ににに停停停止止止さささせせせててておおおこここなななっっっ
てててくくくだだださささいいい。。。

注注注 ペダルの踏み込みを深くすると速度は大き
くなります。最高速度で走行するには、エンジ
ンをフルスロットル（FAST位置）にして走行ペ
ダルを一杯に踏み込みます。

注注注 タンクに液剤を積んでいるときや斜面を登る
ときなどにフルパワーが欲しい時には、エンジ
ンをフルスロットル（FAST位置）にして走行ペ
ダルを浅く踏み込み、エンジンの高速回転が落
ちない程度にゆっくり走ってください。

ブブブレレレーーーキキキ・・・ペペペダダダルルル

ブレーキ･ペダル(図 7)は、スプレーヤを減速
させたり停止させるのに使用します。

ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備ががが適適適切切切ににに行行行わわわれれれててていいいななないいい状状状
態態態でででののの運運運転転転ははは極極極めめめててて危危危険険険でででああありりり重重重大大大ななな事事事故故故
のののもももとととででであああるるる。。。

スススプププレレレーーーヤヤヤををを運運運転転転すすするるる時時時ははは事事事前前前ににに必必必ずずずブブブ
レレレーーーキキキののの作作作動動動状状状態態態ををを点点点検検検ししし、、、必必必要要要ににに応応応じじじ
ててて調調調整整整ををを行行行うううこここととと。。。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキ

常用ブレーキのペダルの左側にあるペダルで
操作します (図 7)。車両から離れる時は、不
意に走りださないように必ず駐車ブレーキを掛
けておいてください。ブレーキ・ペダルを十分
に踏み込んだ状態で、駐車ブレーキ・ペダルを
踏み込めば駐車ブレーキが掛かります。駐車ブ
レーキ・ペダルをもう一度踏み込むと解除され
ます。急な斜面に停車する場合には、駐車ブ
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レーキを掛けた上で、谷側のタイヤに輪止めを
掛けてください。

スススロロロッッットトトルルル・・・レレレバババーーー

スロットル･レバーは運転席と助手席の間のコ
ントロール･パネルにあり (図 8)、エンジンの
速度を制御します。前に倒すとエンジン回転速
度が速くなり､ 後ろに引くと遅くなります｡

図図図 888

1. スロットル・レバー

始始始動動動スススイイイッッッチチチ

始動スイッチ(図 9)はエンジンの始動と停止を
行うスイッチで、３つの位置があります： OFF,
ON/予熱, START の3位置です｡

図図図 999

1. 水圧計 3. 走行ペダル固定スイッチ

2. 始動スイッチ 4. ヘッドライト･スイッチ

水水水圧圧圧計計計

水圧計 (図 9).はダッシュボードにあります。
散布システムの水圧を psi とkPa で表示しま
す。

クククルルルーーーズズズ・・・コココンンントトトロロローーールルル･･･スススイイイッッッチチチ

クルーズ・コントロール･スイッチ (図 9) を
操作すると、走行ペダルをそのときの踏み込み
状態にロックします。これにより、平らな場所
ではペダル操作をしなくとも一定速度で走行
することができます。

ヘヘヘッッッドドドララライイイトトト･･･スススイイイッッッチチチ

ヘッドライト･スイッチ(図 9)でヘッドライト
の点灯と消灯を行います。スイッチを前に押す
と点灯、後ろに押すと消灯です。

アアアワワワーーー・・・メメメーーータタタ

アワー・メータ(図 10)は、エンジンの積算運
転時間を表示します。このメータは始動スイッ
チを Run 位置にしている時に積算を行います。

図図図 101010

1. アワー・メータ 3. 冷却水温度警告灯とグロー
プラグインジケータ

2. オイル圧とバッテリー警告
灯

燃燃燃料料料計計計

燃料計は、車体の左側、燃料タンクの上面
(図 11) にあり、タンク内部の燃料残量を表
示します。
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図図図 111111

1. 燃料計

マママスススタタターーー・・・ブブブーーームムム・・・スススイイイッッッチチチ

運転席の床にあり、左足で操作するスイッチで
す。散布の開始と停止を行うスイッチです。こ
のスイッチで、散布動作全体のオン･オフ制御
を行います(図 12)。

図図図 121212

1. マスター・ブーム・スイッチ

ブブブーーームムム・・・スススイイイッッッチチチ

ブーム･スイッチは運転席右側、コントロー
ル・パネルにあります (図 13)。ブームごと
にレバーがあり、前を押すと ON、後ろを押す
と OFF となります。ONの時にはそのスイッチ
のランプが点灯します。マスター・ブーム・ス
イッチと連動しており、マスター側がONの時に
のみ散布が可能です。

図図図 131313

1. 個別ブーム･スイッチ：左、
中、右

4. 撹拌

2. ポンプ・スイッチ 5. ブーム昇降スイッチ：左、右

3. 散布率調整スイッチ

ポポポンンンプププ･･･スススイイイッッッチチチ

運転席右側、コントロール・パネルにありま
す(図 13)。前に押すとポンプが始動、後ろに
押すと停止します。ONの時にはそのスイッチの
ランプが点灯します。

重重重要要要 ポポポンンンプププ駆駆駆動動動部部部ををを保保保護護護すすするるるたたためめめににに、、、ポポポンンンプププ
のののスススイイイッッッチチチををを入入入れれれるるる時時時にににはははエエエンンンジジジンンンをををロロローーー･･･アアア
イイイドドドルルルにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

散散散布布布率率率調調調整整整スススイイイッッッチチチ

散布率調整スイッチ (図 13) は運転席右側の
コントロール・パネルにあります。前に倒して
保持すると散布水圧が上昇し、後ろに倒して保
持すると水圧が下がります。

ブブブーーームムム昇昇昇降降降スススイイイッッッチチチ

ブーム昇降スイッチは運転席右側、コントロー
ル・パネルにあり、左右のブームを個別に上昇
させるスイッチです (図 13)。

ソソソニニニッッッククク･･･ブブブーーームムム（（（オオオプププシシショョョンンン）））

オプションのソニック･ブームを操作するため
のスイッチです。前にセットすると自動運転、
後ろにセットすると手動運転、中央でOFFとな
ります。各取り付け位置はプラスチック製の打
ち抜きフタでふさいであります。
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泡泡泡マママーーーカカカーーー（（（オオオプププシシショョョンンン）））のののスススイイイッッッチチチ取取取りりり付付付
けけけ場場場所所所

泡マーカーを搭載する場合に、各スイッチを
取り付ける場所です。各取り付け位置はプラス
チック製の打ち抜きフタでふさいであります。

撹撹撹拌拌拌スススイイイッッッチチチ

撹拌スイッチ (図 13) は、運転席右側、コント
ロール・パネルにあります。前に倒すと攪拌を
開始し、後ろに倒すと停止します。ONの時には
そのスイッチのランプが点灯します。攪拌を行
うためにはエンジンが作動（アイドル以上の速
度で回転）し、さらにポンプが作動している必
要があります。タンク後部に攪拌を調整するバ
ルブがついています (図 14)。

図図図 141414

1. 攪拌バルブ 2. ブーム・バルブ

ブブブーーームムム・・・バババルルルブブブ

各ブームをオン･オフ制御するバルブです
(図 14)。ブームを取り付けていない時や、
ブームから散布できないようにする時には、バ
ルブについているノブを手で右に回してバルブ
を閉じます。

注注注 ブーム・バルブを手で回すとヒューズが機
能しなくなることがあります。ブーム・バルブ
を手で回したあとはヒューズを点検するよう
にしてください。

ブブブーーームムム･･･バババイイイパパパススス･･･バババルルルブブブ

ブームの一部が OFF になったときに余剰とな
る液剤をタンクに逃がすためのバルブです。各
ブームのバルブ･セクションについています。
このバルブを調整して、どのブームを OFF に
しても水圧が変化しないようにします。「運転
操作」の章の「ブーム･バイパス･バルブの基本
設定」を参照してください。

注注注 プロコントロールを使用する場合には全部の
バイパスバルブを閉じる必要があります。

逆逆逆流流流防防防止止止補補補給給給口口口

タンクの前方にあり、ネジ付きのフィッティ
ングと90度の鋸歯フィッティングがついてお
り、ここにホースをつないでタンクの中に水を
入れます。この補給口にホースをつないで水を
入れれば、タンク内の薬剤が水道などに逆流す
ることはありません。

重重重要要要 タタタンンンクククののの中中中ののの液液液剤剤剤ににに届届届くくくよよようううななな長長長いいいホホホーーー
スススををを取取取りりり付付付けけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。ホホホーーーススス先先先端端端部部部かかか
ららら液液液面面面ののの最最最大大大高高高さささまままでででののの距距距離離離にににつつついいいててて国国国ややや自自自
治治治体体体なななどどどののの規規規制制制ががが存存存在在在すすするるる場場場合合合にににははは、、、そそそれれれににに
従従従っっってててくくくだだださささいいい。。。

G002204

1

図図図 151515

1. 逆流防止補給口

タタタンンンクククのののふふふたたた

タンク上部の中央にあります。開けるには、ま
ずエンジンを停止させ、ふたの前半分を左に回
して上に開きます。この状態でストレーナを取
り外すことができます。閉める時には、ふたを
閉じて右に回します。
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仕仕仕様様様
注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合
があります。

ベース重量 1,225 kg

標準スプレー･システム搭載時
重量（液剤とオペレータを含ま
ず）

1,225 kg

標準スプレー･システム搭載時
重量（液剤とオペレータを含む）

2,560 kg

最大車両重量（平坦地で） 2,960 kg

タンク容量 1135.6 リットル

標準散布ブームをＸ字型に組ん
だ状態での全幅

189 cm

全長（標準スプレー･システム
を含む）

391 cm

全長（標準スプレー･システムを
搭載時、ブームたたんだ状態
での長さ）

442 cm

全高（標準スプレー･システム
を含む）

146 cm

全高（標準スプレー･システムを
搭載時、たたんだブームの先
端までの高さ）

231 cm

地上高 18.4 cm

ホイールベース 198 cm

オプション機器

Toro 社では別途ご購入･搭載可能な各種のオプ
ション・アクセサリを用意しております。現在
発売中のオプション機器については、弊社正規
サービス･ディーラーへお問い合わせください。

運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

安安安全全全第第第一一一
このマニュアルに記載されている安全上の注
意やステッカーの表示内容を良く読んでくだ
さい。この機械についてよく知っておくこと
があなた自身や周囲の人を事故から守ること
につながります。

初初初めめめててて運運運転転転すすするるる前前前ににに

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる

注注注 エンジン･オイルを点検する最もよいタイミ
ングは、その日の仕事を始める直前、エンジン
がまだ冷えているうちです。既にエンジンを始
動してしまった場合には、一旦エンジンを停
止し、オイルが戻ってくるまで約 10 分間程
度待ってください。油量を点検し、ディップ
スティックの ADD マーク以下であれば FULL
マークまで補給します。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。油量が ADD マークと FULLマークの間で
あれば補給の必要はありません。

エンジンにはオイルを入れて出荷しています
が、初回運転の前と後に必ずエンジン･オイル
の量を確認してください。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 助手席の下にあるディップスティックを抜
き､ウェスで一度きれいに拭く (図 16)。
ディップスティックを、チューブの根元ま
でもう一度しっかりと差し込む。ディップ
スティックを引き抜いて油量を点検する。

図図図 161616

1. ディップスティック
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3. 油量が少なければ､バルブ・カバーの上につ
いている補給口（図 17）を開け、ディッ
プスティックの Full マークまでオイルを
補給する；オイルの種類や粘度の選択につ
いては「エンジンの保守」の章の「エンジ
ン･オイルについて」を参照｡補給するとき
は､ディップスティックで確認しながら少
量ずつ入れてください｡入れすぎないよう
注意してください｡

図図図 171717

1. オイル補給口

4. キャップを取り付ける。

5. ディップスティックをしっかり差し込ん
で終了｡

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる

8運転時間ごと又は運転開始前にタイヤ空気圧
を点検してください｡適正圧は 124 kPa（1.25
kg/cm2）です｡タイヤの磨耗状態や傷み具合の
点検も行ってください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

燃燃燃料料料ははは非非非常常常ににに引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすいいい物物物質質質ででであああ
るるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどど
ややや火火火災災災なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷
えええたたた状状状態態態ででで行行行ううう。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふききき
取取取るるる。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。燃燃燃料料料ををを
補補補給給給すすするるる時時時ははは、、、タタタンンンククク上上上面面面かかかららら約約約252525 mmmmmm
下下下のののレレレベベベルルルををを超超超えええててて給給給油油油しししななないいい。。。こここれれれ
ははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ははは膨膨膨張張張しししたたたとととききき
にににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすするるるたたた
めめめででであああるるる。。。

••• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや
炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容器器器
ににに入入入れれれ、、、子子子供供供ののの手手手ののの届届届かかかななないいい場場場所所所ででで保保保管管管
すすするるる。。。303030 日日日分分分以以以上上上ののの買買買いいい置置置きききははは避避避けけけるるる。。。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給中中中、、、静静静電電電気気気ににによよよるるる火火火花花花がががガガガソソソリリリ
ンンンににに引引引火火火すすするるる危危危険険険がががあああるるる。。。発発発火火火しししたたたりりり爆爆爆
発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災なななどどどををを引引引
ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料容容容器器器ははは車車車かかかららら十十十分分分ににに離離離ししし、、、地地地面面面ににに直直直
接接接置置置いいいててて給給給油油油すすするるる。。。

••• 車車車ににに乗乗乗せせせたたたままままままののの容容容器器器ににに燃燃燃料料料ををを補補補給給給しししななな
いいい。。。車車車両両両のののカカカーーーペペペッッットトトやややプププラララスススチチチッッッククク製製製
ののの床床床材材材なななどどどががが絶絶絶縁縁縁体体体とととなななっっっててて静静静電電電気気気ののの逃逃逃
げげげ場場場がががなななくくくなななるるるのののででで危危危険険険ででであああるるる。。。

••• 可可可能能能ででであああれれればばば、、、機機機械械械ををを地地地面面面ににに降降降ろろろししし、、、
車車車輪輪輪ををを地地地面面面ににに接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給油油油ををを
行行行ううう。。。

••• 機機機械械械ををを車車車ににに搭搭搭載載載しししたたたままままままででで給給給油油油ををを行行行わわわ
なななけけけれれればばばいいいけけけななないいい場場場合合合にににははは大大大型型型タタタンンンククク
のののノノノズズズルルルかかからららでででなななくくく、、、小小小型型型ののの容容容器器器かかかららら
給給給油油油すすするるる。。。

••• 大大大型型型タタタンンンクククのののノノノズズズルルルかかかららら直直直接接接給給給油油油しししなななけけけ
れれればばばななならららななないいい場場場合合合にににははは、、、ノノノズズズルルルををを燃燃燃料料料
タタタンンンクククののの口口口ににに常常常時時時接接接触触触さささせせせたたた状状状態態態ででで給給給
油油油ををを行行行ううう。。。

使使使用用用推推推奨奨奨燃燃燃料料料
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使用する燃料は自動車用１号または２号軽油
（セタン値40以上）です。

注注注高地や外気温の低い地域では、セタン値の高
い燃料を使用する必要がある場合があります。

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料対対対応応応

このマシンは、バイオディーゼル混合燃料の
使用が可能であり、B20クラス（バイオディー
ゼル20 ％，軽油80 ％）までの製品に対応し
ています。ただし、混合されている軽油のイ
オウ含有量は低レベルまたは極低レベルであ
る必要があります。以下の注意を守ってお使
いください。

• バイオディーゼル成分がASTM D6751 または
EN 14214規格に適合していること。

• 軽油成分がASTM D975またはEN 590規格に
適合していること。

• バイオディーゼル混合燃料を使った場合、
塗装部が劣化する可能性があります。

• 気温の低い場所でバイオディーゼル燃料を
使う場合には、B5（バイオディーゼル成分
が5 ％）またはそれ以下の製品をお使い
ください。

• 燃料と直接接触する部材、すなわちシー
ル、ホース、ガスケットなどの経時劣化が
早まる可能性がありますから、適切に点検
してください。

• バイオディーゼル混合燃料に切り替えてか
らしばらくの間は燃料フィルタが目詰まり
を起こす可能性があります。

• バイオディーゼルについて更に詳しい情報
は、代理店にお問い合わせください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

燃料タンク容量は約 40 リットルです。

注注注 燃料タンクのキャップが燃料計になってい
ます。時々残量を点検してください。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛け、ポンプを停止、エン
ジンを停止してキーを抜き取り、エンジン
が冷えるのを待つ。

3. 燃料タンクのキャップ(図 18)の周囲をきれ
いに拭く。

図図図 181818

1. 燃料タンクのキャップ

4. 燃料タンクのキャップを取る。

条条条件件件次次次第第第でででははは軽軽軽油油油ははは引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすくくく、、、火火火
災災災ややや爆爆爆発発発ををを起起起こここすすすととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。発発発
火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災
なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで行行行いいい、、、燃燃燃料料料をををこここ
ぼぼぼさささぬぬぬよよよううう、、、補補補給給給ににに際際際しししてててははは漏漏漏斗斗斗なななどどど
ののの器器器具具具ををを使使使用用用すすするるる。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふ
ききき取取取るるる。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。燃燃燃料料料ををを
補補補給給給すすするるる時時時ははは、、、タタタンンンククク上上上面面面かかかららら約約約252525 mmmmmm
下下下のののレレレベベベルルルををを超超超えええててて給給給油油油しししななないいい。。。こここれれれ
ははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ははは膨膨膨張張張しししたたたとととききき
にににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすするるるたたた
めめめででであああるるる。。。

••• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや
炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容
器器器ででで保保保存存存ししし、、、容容容器器器にににははは必必必ずずずキキキャャャッッップププををを
はははめめめるるる。。。

5. タンクの天井 (給油口の根元) から約 25 mm
下まで燃料を入れる｡

注注注 これは、温度が上昇して燃料は膨張し
たときにあふれないように空間を確保す
るためである。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよよううう注注注意意意ししし
てててくくくだだださささいいい｡｡｡

6. 燃料タンクのキャップをしっかりとはめる。

7. こぼれた燃料はふき取る。
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ブブブーーームムムををを水水水平平平ににに調調調整整整すすするるる

1. 運転席にある、始動キーをONに回してシス
テムの電源を入れる。

2. 各ブームを床面に対して平行にする。

3. キーを取り外して運転席から離れる。

4. 蝶番部分でバンパーを調整して、ブームが
水平位置を超えて動かないようにする。バ
ンパーが水平になるようにすること。

5. ボルトとナットを締めてバンパーを固定す
る。ナットを135-165 ft-lbs（183-223 Nm=
18.7～22.1 kg.m）にトルク締めする。

注注注 しばらくの間は、バンパーが圧迫された
状態が続く可能性がある。バンパーが水平位
置よりも下がるようであれば、もう一度この
調整を行う。

始始始動動動前前前ののの点点点検検検
毎日、作業前に以下の項目を点検してくださ
い。

• タイヤ空気圧。

注注注 タイヤ空気圧は、普通の自動車より低く
設定されています；これは踏圧を減らし芝
生の損傷を防止するためです。

• 燃料、オイルなどの量を点検し、不足して
いれば適正品を適正量まで補給する。

• ブレーキ･ペダルの作動を点検する。

• ヘッドライトが正常に作動することを確
認する。

• エンジンを掛けない状態で、オイル漏れ
や各部のゆるみその他の異常がないか点
検する。

上記のうち一つでも異常があれば、作業に出発
する前に整備士や上司にその旨を伝えてくだ
さい。現場により、上記以外の項目の点検を
指示されることもあります。

スススプププレレレーーーヤヤヤををを運運運転転転すすするるる

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順

1. 運転席に着席し、走行ペダルから足を離す。

2. 駐車ブレーキが掛かっていることを確認す
る｡ 走行ペダルがニュートラル位置､ スロッ
トルが SLOW 位置にあることを確認する｡

3. キーを ON／Preheat 位置に回す。

注注注 タイマにより約６秒間の予熱が自動的に
行われる。

4. 予熱終了後､キーを START 位置に回せばエ
ンジンは始動する｡

5. 15秒間以上のクランキングはさける｡

6. 始動したらキーから手を放す｡

7. 予熱をやり直すときは､ OFF 位置からや
り直す｡

注注注 その後、必要に応じて上記の手順を繰
り返す。

8. アイドル位置か中間位置でエンジンの
ウォームアップを行う｡

運運運転転転操操操作作作

1. 走行ペダルを前進方向または後退方向に
踏み込む。

重重重要要要 前前前進進進かかかららら後後後退退退、、、後後後退退退かかかららら前前前進進進ののの切切切りりり替替替
えええははは、、、必必必ずずず車車車両両両ををを一一一旦旦旦完完完全全全ににに停停停止止止さささせせせててておおお
こここなななっっってててくくくだだださささいいい。。。

2. 走行ペダルから足を離すと車両はゆっくり
停止する。

3. 急いで停止する時にはブレーキ・ペダルを
踏み込む。

注注注 車両の重量により停止速度が変わります
から注意してください。

クククルルルーーーズズズ･･･コココンンントトトロロローーールルルののの設設設定定定

走走走行行行ペペペダダダルルルかかかららら足足足ををを離離離しししたたたままままままでででグググルルルーーー
ズズズ・・・コココンンントトトロロローーールルルのののスススイイイッッッチチチををを OFFOFFOFF にににすすするるる
ととと、、、車車車両両両ががが急急急停停停止止止ししし、、、自自自身身身ややや周周周囲囲囲ののの人人人ににに怪怪怪
我我我をををさささせせせるるる可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

クククルルルーーーズズズ・・・コココンンントトトロロローーールルルのののスススイイイッッッチチチををを OFFOFFOFF
にににすすするるる時時時ははは必必必ずずず走走走行行行ペペペダダダルルルににに足足足をををのののせせせててて
おおおくくくこここととと。。。

1. 前進走行で希望のスピードまで速度を上げ
る；走行方法はこのページ左欄を参照。

2. クルーズ・コントロール・スイッチの上
部を押す。

注注注 スイッチのランプが点灯します。

3. 走行ペダルから足を離す。

注注注 車両は設定された速度で走行を続けま
す。

4. クルーズ･コントロールを解除するには、走
行ペダルに足を乗せてクルーズ･コントロー
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ル･スイッチを OFF にする（スイッチの下
側を押す）か、ブレーキを踏むかします。

注注注 スイッチのランプが消え、走行ペダルに
よる走行に復帰します。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
1. ブレーキを踏み込む。

2. 全部のコントロールをニュートラルに戻す。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. スロットル・レバーをアイドル位置に戻す。

5. キーを OFF 位置に回す。

6. 事故防止のため、キーは抜き取る。

慣慣慣らららししし運運運転転転期期期間間間
機械の性能を十二分に発揮させ、末永くお使い
いただくために、使用開始後の 100 運転時は
以下の注意を守って運転してください：

• エンジン･オイルなどの液量点検を定期的に
行い、オーバーヒートなどの兆候がないか
日常的に注意を払う。

• エンジンが冷えている時には、始動後15秒
間程度のウォームアップを行う。

• 最初の数時間は急ブレーキを掛けないよう
に注意する。ブレーキのライニングは数時
間程度の慣らしがけが必要である。

• エンジンの空ふかしをしない。

• 意識的に速度を変えながら走行する。急発
進や急停止をしない。

• 初期整備については「保守」の章を参照
する。

ブブブーーームムムををを水水水平平平ににに調調調整整整すすするるる

左右のブームを水平に維持するためには、中央
ブームについているハードストップを、以下
の手順で調整します：

1. 運転席にある、始動キーをONに回してシス
テムの電源を入れる。

2. 各ブームを床面に対して平行にする。

3. キーを取り外して運転席から離れる。

4. 蝶番部分でバンパーを調整して、ブームが
水平位置を超えて動かないようにする。バ
ンパーが水平になるようにすること。

5. ボルトとナットを締めてバンパーを固定す
る。ナットを135-165 ft-lbs（183-223 Nm=
18.7～22.1 kg.m）にトルク締めする。

注注注 しばらくの間は、バンパーが圧迫された
状態が続く可能性がある。バンパーが水平位

置よりも下がるようであれば、もう一度この
調整を行う。

薬薬薬剤剤剤散散散布布布
マルチプロ･スプレーヤの運転は、薬剤を作
る、現場に散布する、タンク内部を洗浄する、
という３つの作業から成り立っており、この
３つの作業を必ず連続して行っていただくこと
がスプレーヤの故障防止上非常に重要です。
つまり、前夜に薬液を作って翌日に散布する
というようなことをしてはいけません。この
ようなことをすると、薬液が分離分解するな
どして効果が上がらない、散布装置を損傷す
るなどの恐れがでてきます。

農農農薬薬薬ははは人人人体体体ににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• 農農農薬薬薬ををを使使使ううう前前前ににに、、、農農農薬薬薬容容容器器器ににに張張張っっってててあああるるる
ラララベベベルルルをををよよよくくく読読読みみみ、、、メメメーーーカカカーーーののの指指指示示示ををを全全全
ててて守守守っっっててて使使使用用用すすするるる。。。

••• スススプププレレレーーーををを皮皮皮膚膚膚ににに付付付けけけななないいい。。。万万万一一一付付付着着着
しししたたた場場場合合合にににははは真真真水水水ととと洗洗洗剤剤剤ででで十十十分分分ににに洗洗洗いいい
落落落とととすすす。。。

••• 作作作業業業にににあああたたたっっってててははは保保保護護護ゴゴゴーーーグググルルルなななどどど、、、
メメメーーーカカカーーーががが指指指定定定すすするるる安安安全全全対対対策策策ををを必必必ずずず実実実
行行行すすするるる。。。

マルチプロ･スプレーヤは耐久性が高く長い
間お使い頂ける散布車として製造されていま
す。装置の性能と耐久性を確保するために、そ
れぞれの個所に応じて色々な種類の素材を使
用しております。残念ながら、散布装置の使
用目的すべてに完璧に合った材料というもの
は存在しません。

散布する薬剤によっては、その化学的特性のた
めに装置を劣化させやすいものがあり、また、
薬品同士が様々な物質と化学作用を起こしま
す。薬剤のタイプ（水和剤やチャコールなど）
によっては、他の薬品よりも装置を磨耗させや
すいものがあります。もし、侵食や磨耗を引き
起こしにくい種類や形態の薬剤を使うことが可
能な場合は、そのような薬剤をお使いくださ
るようにお願いいたします。

また、散布作業後は、必ず装置全体を十分に洗
浄してください。作業後の洗浄を確実に行うこ
とにより、寿命を延ばし、トラブルのない作
業を続けることができます。
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真真真水水水タタタンンンクククににに水水水ををを入入入れれれるるる
薬剤タンクに薬液を作る前に、必ず真水を用
意してください。

メイン・タンクの左後方にあります（図 19）。
誤って薬液を目や皮膚に付けてしまったときに
直ちに洗い流し行うことができます。

コックのレバーをひねれば水が出ます。

図図図 191919

1. 真水タンク 3. コック

2. 補給口キャップ

タタタンンンクククににに液液液剤剤剤ををを作作作るるる
重重重要要要 使使使用用用すすするるる薬薬薬剤剤剤がががヴヴヴィィィトトトンンン（（（VitonVitonViton）））ととと共共共用用用
可可可能能能ななな製製製品品品ででであああるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。
（（（共共共用用用ででできききななないいい場場場合合合にににははは薬薬薬剤剤剤ラララベベベルルルにににそそそののの旨旨旨
ののの記記記述述述がががああありりりままますすす）））。。。ヴヴヴィィィトトトンンンととと共共共用用用ででできききななな
いいい薬薬薬剤剤剤ははは、、、本本本機機機のののOOOリリリンンングググををを劣劣劣化化化さささせせせ、、、薬薬薬液液液洩洩洩
れれれををを起起起こここしししままますすす。。。

重重重要要要 タタタンンンクククにににつつついいいててていいいるるる水水水量量量マママーーークククはははおおおおおおよよよ
そそそののの目目目安安安にににすすすぎぎぎずずず、、、正正正確確確ななな水水水量量量調調調整整整ににに使使使用用用すすす
るるるここことととはははででできききままませせせんんん。。。

1. 平らな場所に停車し、レンジ･セレクタを
ニュートラルにセットし、エンジンを止め
て駐車ブレーキを掛ける。

2. 薬剤ラベルをよく読み、散布液の作成に必
要な水量を把握する。

3. タンクのふたを開ける。

タンク上部の中央にあります。開けるに
は、ふたの前半分を左に回して上に開きま
す。この状態でストレーナを取り外すこと
ができます。閉める時には、ふたを閉じて
から前半分を右に回します。

4. 逆流防止補給口にホースをつなぎ、必要水
量の約 3/4 の水をタンクに入れる。

重重重要要要 タタタンンンクククにににははは必必必ずずずきききれれれいいいななな真真真水水水ををを先先先ににに入入入
れれれてててくくくだだださささいいい。。。空空空のののタタタンンンクククににに薬薬薬剤剤剤ののの原原原液液液ををを
直直直接接接入入入れれれななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

5. エンジンを始動し、ポンプ・スイッチを
ON 位置にセットし、スロットル・レバー
を高速側に動かす。

6. 撹拌スイッチを ON 位置にする。

重重重要要要 ToroToroToro のののスススプププレレレーーー･･･シシシススステテテムムムででで水水水和和和剤剤剤ををを
使使使用用用すすするるる場場場合合合にににははは、、、バババケケケツツツなななどどどででで一一一度度度泥泥泥状状状
ににに溶溶溶いいいてててかかからららタタタンンンクククににに投投投入入入しししてててくくくだだださささいいい。。。
ぬぬぬるるるままま湯湯湯ををを使使使うううとととうううまままくくくいいいきききままますすす。。。こここののの作作作
業業業ををを行行行わわわななないいいととと、、、タタタンンンクククののの底底底ににに水水水和和和剤剤剤ががが沈沈沈
着着着ししし、、、撹撹撹拌拌拌ささされれれなななくくくなななっっったたたりりり、、、フフフィィィルルルタタタををを
詰詰詰まままらららせせせたたたりりりととといいいっっったたたトトトラララブブブルルルががが発発発生生生すすす
るるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

7. 薬剤ラベルに記載されている通りの適正量
の薬剤原液をタンクに入れる。

8. 所定量の水をタンクに補給する。

ブブブーーームムムののの操操操作作作
スプレーヤのコントロール･パネルにあるブー
ム昇降スイッチを使うと、運転席に座ったまま
で各ブームの昇降操作（散布位置と移動走行位
置の切り替え）ができます。この昇降操作は、
車両を停止させて行ってください。

ブーム位置を変更するには：

1. 平らな場所に停止する。

2. ブーム昇降スイッチを使ってブームを下げ
る。各ブームが完全に散布位置に降りる
まで待つ。

3. ブームを上昇させる必要が出てきたら、ま
ず平らな場所に停車する。

4. ブーム昇降スイッチを使ってブームを上げ
る。各ブームが完全に上昇して移動走行用
クレードルに収まり、シリンダが完全に縮
んでブームがX字型にたたまれるまで待つ。

移移移動動動走走走行行行用用用ブブブーーームムム･･･クククレレレーーードドドルルル

このスプレーヤは、ユニークな特長を持つ移動
走行用ブーム･クレードルを装備しています。
移動走行中、低く垂れた木の枝などの障害物に
ブームが当たると、ブームはクレードルからお
しだされて外れます。クレードルから外れた
ブームは、車両後部でほぼ水平状態になって止
まります。この状態でブームが破損することは
ありませんが、クレードルから外れたら、直ち
に元のように戻してください。
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重重重要要要 移移移動動動走走走行行行ををを行行行ううう場場場合合合ははは必必必ずずずブブブーーームムムをををXXX字字字
型型型ににに組組組んんんでででクククレレレーーードドドルルルにににセセセッッットトトしししてててくくくだだださささ
いいい。。。こここれれれ以以以外外外ののの位位位置置置ででではははブブブーーームムムががが破破破損損損すすするるる恐恐恐
れれれがががああありりりままますすす。。。

ブームをクレードルに戻すには、ブームを一旦
散布位置まで下げ、そこから再び移動走行位置
に戻してください。保管中にアクチュエータの
ロッドが破損するのを防止するため、ブーム･
シリンダが完全に縮んだのを確認する。

散散散布布布
重重重要要要 タタタンンンククク内内内部部部ののの薬薬薬剤剤剤ののの分分分散散散溶溶溶解解解ををを常常常ににに確確確実実実
ににに維維維持持持すすするるるたたためめめににに、、、タタタンンンククク内内内部部部ににに薬薬薬液液液がががあああるるる
間間間ははは常常常時時時攪攪攪拌拌拌ををを行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。攪攪攪拌拌拌ををを行行行ううう
たたためめめにににはははエエエンンンジジジンンンががが作作作動動動（（（アアアイイイドドドルルル以以以上上上ののの速速速
度度度ででで回回回転転転）））ししし、、、さささらららにににポポポンンンプププががが作作作動動動しししててていいいるるる
必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

注注注 以下の手順は、「タンクに薬剤を作る」工
程を終了し、ポンプが ON 状態であることを
前提として記述しています。

1. マスター・ブーム･スイッチを OFF にセッ
トする。

2. 希望する散布に合わせてスロットル位置を
調整する。

3. 現場へ移動する。

4. 各ブームを開く。

5. 各ブームのスイッチを ON 位置にする。

6. 散布率スイッチで所望の水圧に合わせる。
水圧は本体に付属の資料、ノズル選定ガイ
ドを参照。

7. 走行を開始し、所定速度に達したらマス
ター・ブーム・スイッチを ON にする。

注注注 タンク内の液量が減ってくると、液剤に
よっては泡の発生が問題になることがあ
ります。そのような場合には攪拌を中止
してください。消泡剤を利用してもよい
でしょう。

8. 散布が終了したら、マスター・ブーム・ス
イッチを OFF とし、次にポンプ・スイッ
チを OFF にする。

注注注 ブームを移動走行位置にセットしてラッ
チを掛け、管理棟に戻って洗浄を行います。

重重重要要要 現現現場場場かかかららら現現現場場場へへへ移移移動動動すすするるるとととききき、、、現現現場場場かかか
ららら整整整備備備場場場へへへ帰帰帰るるるととときききなななどどどははは、、、必必必ずずずブブブーーームムムををを
折折折りりり畳畳畳みみみ、、、各各各ブブブーーームムムががが完完完全全全ににに上上上昇昇昇しししててて移移移動動動
走走走行行行用用用クククレレレーーードドドルルルににに収収収まままりりり、、、シシシリリリンンンダダダががが
完完完全全全ににに縮縮縮んんんでででブブブーーームムムがががXXX字字字型型型にににたたたたたたまままれれれててて
いいいるるるのののををを確確確認認認すすするるる。。。

停停停止止止モモモーーードドドででで作作作業業業中中中にににタタターーーフフフををを傷傷傷
つつつけけけななないいいたたためめめににに
重重重要要要 スススプププレレレーーーヤヤヤををを停停停止止止さささせせせたたた状状状態態態ででで作作作業業業中中中
ににに、、、エエエンンンジジジンンンやややラララジジジエエエタタターーー、、、マママフフフラララーーーなななどどどかかか
らららののの熱熱熱ががが原原原因因因でででタタターーーフフフををを傷傷傷めめめてててしししまままううう可可可能能能性性性
がががああありりりままますすす。。。停停停止止止モモモーーードドドとととははは、、、走走走行行行しししななないいいででで
撹撹撹拌拌拌だだだけけけををを行行行ううう、、、ハハハンンンドドドガガガンンンででで手手手撒撒撒きききすすするるる、、、
歩歩歩行行行型型型ブブブーーームムムででで手手手撒撒撒きききすすするるるなななどどどををを言言言いいいままますすす。。。

以下の注意を守ってください：

• 酷暑の時期や極めて乾燥している時期には
ターフが大きなストレスを受けているので、
ターフ上に停止して散布するのは避避避けけけるるる。

• 停止モードで作業する時には、タタターーーフフフののの上上上
ににに停停停止止止しししななないいいようにする。可能な限り、
カートパスなどに停車する。

• ターフ上に停車する時は、停停停車車車時時時間間間をををでででききき
るるるだだだけけけ短短短くくくする。ターフへの害は温度と
時間の両方が影響することを忘れないよ
うにする。

• エンジンの回回回転転転速速速度度度をををででできききるるるだだだけけけ下下下げげげ、必
要最小限の水圧と水量で作業する。これに
より、発熱をできるだけ小さくし、また冷
却ファンからの熱風をゆるやかにすること
ができる。

• 停止モードで作業するときには、エンジン
の熱熱熱がががででできききるるるだだだけけけ上上上ににに逃逃逃げげげるるるよよようううににに運転席
を倒し車体上部に通風領域を確保する。

散散散布布布作作作業業業のののヒヒヒンンントトト
• 二重散布にならないように注意して運転

する。

• ノズルの詰まりに注意する。詰まっていた
り、損傷したノズルはすべて交換する。

• 停止操作は、まずマスター・ブーム・ス
イッチでスプレーを停止し、その後に走行
を停止する。停止したらニュートラル・
エンジン速度コントロールを使って撹拌
を続ける。

• 散布の開始操作は車両が走行中に行う方
が良い。

作作作業業業中中中にににノノノズズズルルルががが詰詰詰まままっっったたたららら
作業中に詰まりを起こしたノズルは、水を吹き
付けたり歯ブラシなどを使って詰まりを取り
除くことができます。

1. 平らな場所に停車し、エンジンを停止さ
せ、駐車ブレーキを掛ける。

25

 



2. マスター・ブーム・スイッチを OFF とし、
ついでポンプ・スイッチを OFF にする。

3. 詰まっているノズルを外し、水を吹き付け
たり歯ブラシなどを使って清掃する。

ノノノズズズルルルののの選選選択択択
ノズル・タレットには3つのノズルを取り付け
ておくことができます。必要に応じて使うノ
ズルを選択できます：

1. 平らな場所に停車し、エンジンを停止さ
せ、駐車ブレーキを掛ける。

2. マスター・ブーム・スイッチを OFF とし、
ポンプ・スイッチを OFF にする。

3. タレットを回転させて希望のノズルにセッ
トする。

作作作業業業後後後ののの洗洗洗浄浄浄
重重重要要要 作作作業業業ががが終終終了了了しししたたたららら毎毎毎回回回すすすぐぐぐにににスススプププレレレーーーヤヤヤ
ををを洗洗洗浄浄浄しししてててくくくだだださささいいい。。。こここれれれををを怠怠怠るるるととと、、、内内内部部部ににに
残残残留留留しししててていいいるるる薬薬薬剤剤剤ががが固固固まままっっってててララライイインンンののの詰詰詰まままりりり
やややポポポンンンプププののの異異異常常常ののの原原原因因因とととなななりりりままますすす。。。

散布システムは 一一一回回回使使使用用用すすするるるごごごとととににに 洗浄し
てください。スプレー･システムの正しい洗浄
方法：

• すすぎ洗いを3回別々に行う。

• それぞれのすすぎ洗いに少なくとも200リッ
トルの水を使用する。

• 薬剤メーカーが指示をしている場合には、
その指示に従ってクリーナや中和剤を使
用する。

• 最最最後後後ののの すすぎ洗いは、純粋な真水（クリー
ナや中和剤を使用しない）を使って行う。

1. 車両を停止させ、駐車ブレーキを掛け、
エンジンを止める。

2. タンクのドレン･バルブは車両の後部にある
（図 20）。バルブは車両の後部近くにあ
り、ブラケットについている。

図図図 202020

1. タンク･ドレン･ハンドル

タンク・ドレン･ハンドルを操作して残っ
ている薬液を全部排出し、地域の法律や規
則、メーカーの指示に従って適切に処分
する (図 21)。排出が済んだら、ブラケッ
トについているリンチ･ピンを外してドレ
ン･バルブを取り外して地面に置く。これ
により、配管内部に残っている薬剤も完全
に排出される。

2

3

1

G005593

図図図 212121

1. バルブ開く 3. バルブ閉じる

2. リンチ・ピン
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3. 排出が完全に終了したら、ドレン･バルブを
フレームに取り付けてリンチ･ピンで元通り
に固定し、バルブを閉じる (図 21)。

4. タンクに少なくとも 190 リットルの水を入
れてふたを閉める。

注注注 必要に応じて洗浄剤や中和剤を使用して
ください。ただし、最後のすすぎには真水
で行ってください。

5. 各ブームを開いて散布状態にセットする。

6. エンジンを始動し、スロットルを高速に
セットする。

7. 撹拌スイッチが ON 位置にセットされてい
ることを確認する。

8. ポンプのスイッチを ON にし、散布率ス
イッチで水圧を上げる。

9. マスター･ブーム･スイッチと個別ブーム･ス
イッチを ON にする。

10.タンク内部の水が全部ノズルから放出され
るまでその場で散布を行う。

11.その間に、ノズルの散布パターンを点検
する。

12.散布が終了したら、マスター・ブーム・レ
バーを OFF とし、ポンプ・スイッチを OFF
とし、エンジンを停止させる。

13.上記4から12までの作業を少なくともあと
2 回繰り返して、システム内部を完全に
洗浄する。

重重重要要要 スススプププレレレーーーヤヤヤののの内内内部部部ををを完完完全全全ににに洗洗洗浄浄浄ししし、、、後後後
のののトトトラララブブブルルルををを防防防止止止すすするるるたたためめめににに、、、こここののの洗洗洗浄浄浄ははは
必必必ずずず３３３回回回行行行っっってててくくくだだださささいいい。。。

14.ストレーナを清掃する；「洗浄」の章の
「取水部ストレーナの清掃」を参照。

重重重要要要 水水水和和和剤剤剤ををを使使使用用用しししててていいいるるるととときききははは、、、タタタンンンククク
ににに液液液剤剤剤ををを準準準備備備すすするるるごごごとととにににススストトトレレレーーーナナナををを洗洗洗浄浄浄
しししてててくくくだだださささいいい。。。

15.ホースと水とでスプレーヤの外側を洗浄
する。

16.ノズルを外して手で洗浄する。磨耗したり
破損したりしているノズルは交換する。

ブブブーーームムム･･･バババイイイパパパススス･･･バババルルルブブブののの基基基本本本
設設設定定定
重重重要要要 プププロロロコココンンントトトロロローーールルル（（（ProProPro Control™Control™Control™）））シシシススステテテ
ムムムをををおおお使使使いいいののの場場場合合合にににははは、、、ブブブーーームムム・・・バババイイイパパパススス・・・バババ
ルルルブブブををを全全全ててて閉閉閉鎖鎖鎖すすするるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。以以以下下下ににに解解解
説説説すすするるる手手手順順順ははは、、、プププロロロコココンンントトトロロローーールルル・・・シシシススステテテムムムををを
おおお使使使いいいでででななないいい場場場合合合ににに行行行っっっててていいいたたただだだくくく作作作業業業ででですすす。。。

スプレーヤを始めて使用する前やノズルを交
換した後には、ブーム・バイパス・バルブの
調整を行う必要があります；これはどのブー
ムを OFF にしても散布量が変わらないように
するための調整です。

注注注 ノズルを変更した時には必ずこのブーム･バ
イパス･バルブの調整を行う必要があります。

この作業は平坦な広い場所で行ってください。

1. メイン･タンクに水を一杯に入れる。

2. ブームを搭載している場合にはブームを
下げる。

3. 駐車ブレーキを掛け、エンジンを始動さ
せる。

4. スロットル･レバーを散布位置にセットす
る。

5. ポンプのスイッチを ON にしてポンプを作
動させる。

6. ブーム･スイッチ 3 つ全部とマスター･ス
イッチを ON にする。

7. 散布率調整スイッチを操作して、水圧計の
読みが現在使用しているノズルの標準水圧
になるように調整する（3.5 kg/cm2 で使用
するノズルが多い）。

8. 水圧計の読みを確認記録する。

9. ブーム･スイッチを使って、ブームのひと
つをOFFにする。

10.OFF にしたブームのバルブの下についている
バイパス・バルブ(図 22)を使って、上記手
順7で設定した水圧と同じ水圧に調整する。

図図図 222222

1. ブーム･バイパス･バルブ

11.調整ができたら、このブームをON･OFF させ
て水圧が変化しないことを確認する。

12.他のブームについても、上記手順9～11を
行う。

13.車両を実際に運転し、各ブームの ON/OFF
操作を行ってみる。水圧がほぼ一定に保持
されていることを確認する。
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ポポポンンンプププ
タンクの後方に近い左側にあります (図 23)。

図図図 232323

1. ポンプ 3. 圧力ダンプナ

2. グリス・ニップル

ダダダンンンプププナナナののの空空空気気気圧圧圧ををを調調調整整整すすするるる

ポンプについているダンプナの空気圧は1bar
（kg/cm2）にセットされています。ダンプナ
の推奨圧力は、散布に使用する圧力の 1/3
です。散布に使用する圧力が 3.1 bar（3.2
kg/cm2）以上の場合には、その数値に合わせ
て調整してください。

スススプププレレレーーーヤヤヤををを搬搬搬送送送すすするるる場場場合合合
長距離を運ぶ場合にはトレーラを使用してくだ
さい。図 24 と 図 25に、ロープがけのポイ
ントを示します。

図図図 242424

1. ロープ掛けのポイント

図図図 252525

1. ロープ掛けのポイント（車両後部）

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引移移移動動動
故障時には、バイパス・バルブを開けば、短距
離に限って押して（又は引いて）移動するこ
とが可能です。ただし、通常の移動にはこの
方法を使わないでください。

牽牽牽引引引時時時ののの速速速度度度ががが速速速すすすぎぎぎるるるととと、、、ハハハンンンドドドルルル操操操
作作作がががででできききなななくくくなななっっっててて人人人身身身事事事故故故とととなななるるる危危危険険険
がががあああるるる。。。

牽牽牽引引引速速速度度度ははは4.84.84.8 km/hkm/hkm/hををを限限限度度度とととすすするるる。。。

牽引作業は二人で行います。移動距離が長く
なる場合は、トラックやトレーラに積んで移
送してください。「スプレーヤを搬送する場
合」を参照。

1. 牽引用バルブ（図 26）を左または右に 90
度回転させて開きます。

図図図 262626

1. 牽引用バルブ

重重重要要要 バババイイイパパパスススををを開開開かかかずずずににに牽牽牽引引引すすするるるとととトトトララランンン
スススミミミッッッシシショョョンンンををを破破破損損損しししままますすす。。。
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2. 牽引ロープを取り付ける。車両前後のロー
プ掛けポイントについては図 27 と 図 28
を参照。

図図図 272727

1. 車体前部の牽引ポイント

図図図 282828

1. 車体後部の牽引ポイント

3. 駐車ブレーキを解除する。

4. 時速 4.8 km/h 以下で牽引する。

5. 牽引が終了したら、牽引用バルブを閉じ、
7～11 N-m（0.7～1.1 kg.m）にトルク締め
する。
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 5 時間 • 油圧オイルのフィルタを交換する。

使用開始後最初の 8 時間
• ホイール・ナットのトルク締めを行う。
• 後プラネタリギア・オイルを交換する。
• ファン/オルタネータのベルトを点検する。

使用開始後最初の 50 時間
• エンジン･オイルをとオイル･フィルタ交換する（合成オイルを含む）。
• 燃料ラインと接続を点検する。

使用開始後最初の 200 時間 • 前ホイール・ベアリングのグリスパックを行う。

使用するごとまたは毎日

• エアフィルタ、キャップ、バルブを点検する。
• エンジン・オイルの量を点検する。
• タイヤ空気圧
• 冷却液の量
• ブレーキの点検
• 油圧オイルの量
• 取水部ストレーナ（水和剤を使用しているときには間隔を短くする。）

50運転時間ごと
• ポンプのグリスアップを行う。
• 各グリス注入部のグリスアップを行う。
• バッテリー･ケーブルの接続状態を点検する。

100運転時間ごと

• ブーム蝶番のグリスアップを行う。
• エア･クリーナの整備を行う。（ホコリの多い環境で使用しているときには間隔を短くする。）
• ホイール・ナットのトルク締めを行う。
• タイヤの状態と磨耗程度を点検する。
• 冷却水ホースを点検する。
• ファン/オルタネータのベルトを点検する。

150運転時間ごと
• エンジン･オイルのフィルタを交換する。
• エンジンオイルを交換する（合成オイルの場合も；負荷の大きな使用、高温下で使用
している場合には、よりひんぱんに）。

200運転時間ごと
• 前輪のトーインの点検を行う。
• ラジエターのフィンを清掃する。
• ホースとその接続部すべてについて破損の有無と接続状態の点検を行う。

400運転時間ごと

• アクチュエータ･ロッドのベアリングのグリスアップを行う。
• エンジンマニュアルに記載されている1年整備をすべて行う。
• 燃料ラインと接続を点検する。
• 燃料タンクの内部を清掃する。
• 燃料フィルタのキャニスタは所定時期に交換してください。
• 燃料タンクについているフィルタを交換する。
• 前ホイール・ベアリングのグリスパックを行う。
• プラネタリギア・オイルを交換する。
• 冷却液点検（メーカーの指示に従って）し、必要に応じて交換する。
• 油圧オイルのフィルタを交換する。
• 油圧オイルを交換する。
• バルブ･アセンブリのOリングを点検し、必要に応じて交換する。
• ポンプのダイヤフラムを点検し、必要に応じて交換する。 （Toro正規代理店に依頼する）。
• ダンプナを点検し、必要に応じて交換する （Toro正規代理店に依頼する）。
• ポンプのチェック･バルブを点検し、必要に応じて交換する。 （Toro正規代理店に依
頼する）。

• ブーム･アクチュエータの油圧オイルに空気が混入していないか点検する。
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整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

• ナイロン製ピボット･ブッシュの点検を行う。

1年ごと
• 「スプレーヤを洗浄する」に記載されている手順でスプレーヤ内部の通水洗浄を行う。
すすぎを行っている最中に、リリーフ・バルブが開く程度までポンプを高速運転して、リ
リーフ・バルブ内部やホースに残っている薬剤を洗い出す。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンオオオペペペレレレーーータタターーーズズズマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照
しししてててくくくだだださささいいい。。。

始始始業業業点点点検検検表表表
このページをコピーして使ってください。

第第第 週週週点点点検検検項項項目目目

月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

ブレーキと駐車ブレーキの作動状態。

ニュートラル・スイッチの作動状態

燃料残量。

エンジン･オイルの量。

油圧オイルの量

冷却液の量

エア･クリーナのフィルタ

ラジエターとオイルクーラ付近のよごれ

エンジンからの異常音。

運転操作時の異常音。

タイヤ空気圧。

オイル漏れなど。

油圧ホースや燃料パイプの状態

計器類の動作。

アクセルの作動状態。

取水部ストレーナ。

各グリス注入部のグリスアップを行う。1

塗装傷のタッチアップ。

1 車体を水洗いしたあとは整整整備備備間間間隔隔隔ににに関関関係係係なななくくく直ちにグリスアップする。
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要要要注注注意意意個個個所所所ののの記記記録録録
点検担当者名：

内内内容容容 日日日付付付 記記記事事事

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、
危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずキキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。

整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業

スススプププレレレーーーヤヤヤのののジジジャャャッッッキキキアアアッッップププ
保守整備のためにエンジンを掛ける場合には、
車両後部をジャッキアップする必要がありま
す；後アクスルにジャッキを掛け、25 mm 程度
ジャッキアップしてください。

ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププささされれれててていいいるるる車車車体体体ははは不不不安安安定定定ででで
ああありりり、、、外外外れれれるるるととと下下下にににいいいるるる人人人間間間ににに怪怪怪我我我ををを負負負
わわわせせせるるる危危危険険険ががが高高高いいい。。。

••• ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたた状状状態態態ででではははエエエンンンジジジンンン
ををを始始始動動動しししななないいい。。。

••• 車車車両両両かかかららら降降降りりりるるる時時時ははは必必必ずずずキキキーーーををを抜抜抜いいいててて
おおおくくく。。。

••• ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたた車車車両両両にににははは輪輪輪止止止めめめををを
掛掛掛けけけるるる。。。

車体前部のジャッキアップ･ポイントはアクス
ルの下の板バネの下です(図 29)。

G0022151
図図図 292929

1. 車体前部のジャッキアップ・ポイント

車体後部のジャッキアップ･ポイントはブー
ム・サポートのついている部分の後ろ側、図 30
と 図 31です。

G0022161
図図図 303030

1. 車体後部のジャッキアップ・ポイント
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図図図 313131

1. 車体後部のジャッキアップ・ポイント（2ヶ所）

潤潤潤滑滑滑

スススプププレレレーーーヤヤヤのののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと—ポンプのグリス

アップを行う。

50運転時間ごと/1年ごと （い
ずれか早く到達した方）

グググリリリスススののの種種種類類類：：： No.2汎用リチウム系グリスト
ロ社のプレミアム汎用グリスを代理店で販売し
ております。

1. 異物を入れてしまわないよう、グリスニッ
プルをきれいに拭く｡

2. グリス・ガンでグリスを注入する。

3. はみ出したグリスはふき取る。

グリスアップ箇所を以下に列挙しま
す：図 32～図 34

図図図 323232

ポンプ（入れすぎないこと；グリスははみ出してこない）

1. グリス･ポイント
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図図図 333333

各前輪の内側に3ヶ所

1. グリス･ポイント

図図図 343434

センタリング・アームの両側の、タンクとエンジンの間にそ
れぞれ一つずつ

1. グリス･ポイント

ブブブーーームムム蝶蝶蝶番番番のののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと

重重重要要要 ブブブーーームムムののの蝶蝶蝶番番番ををを水水水洗洗洗いいいしししたたた場場場合合合にににははは、、、蝶蝶蝶
番番番アアアセセセンンンブブブリリリかかかららら水水水ととと異異異物物物ををを完完完全全全ににに除除除去去去ししし、、、新新新
しししいいいグググリリリスススををを塗塗塗っっってててくくくだだださささいいい。。。

グググリリリスススののの種種種類類類：：： No.2汎用リチウム系グリス

1. 異物を入れてしまわないよう、グリス･
フィッティングをきれいに拭く｡

2. グリス・ガンでグリスを注入する図 35。

図図図 353535

右ブーム

1. グリス・ニップル

3. はみ出したグリスはふき取る。

4. 各ブーム･ピボットについて上記の作業を
行う。

アアアクククチチチュュュエエエーーータタタ･･･ロロロッッッドドドのののベベベアアアリリリンンン
グググのののグググリリリスススアアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと/1年ごと （いずれ

か早く到達した方）

グググリリリスススののの種種種類類類：：： No.2汎用リチウム系グリス

1. ブームを散布位置にセットする。

2. ピボット･ピンからコッター・ピンを抜き取
る(図 36)。

G002016

1 4

2

3

5

図図図 363636

1. アクチュエータ 4. コッター

2. アクチュエータ･ロッド 5. ピン

3. ブーム･ピボット･ピンのハ
ウジング
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3. ブームを持ち上げて、ピンを外す(図 36)。
ブームをゆっくりとハードストップまで降
下させる。

4. ピンが破損していないか点検し、必要に応
じて交換する。

5. アクチュエータ･ロッドのベアリング端部
を動かしながらベアリング内部にグリスを
注入する(図 37)。はみ出したグリスはふ
き取る。

図図図 373737

右ブーム

1. ベアリングにグリスを塗る

6. ブームを持ち上げて、ピボットをアクチュ
エータ･ロッドに整列させる。ブームを支え
ながら、ブームのピボットとアクチュエー
タ･ロッドにピンを通す(図 36)。

7. ピンを入れた状態で、ブームから手を離
し、先ほど外したコッターを使ってピンを
固定する。

8. 各アクチュエータ･ロッド･ベアリングにつ
いて上記の作業を行う。

エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエアアア･･･クククリリリーーーナナナののの整整整備備備
エアクリーナ本体にリーク原因となる傷がない
か点検してください。本体とカバーがしっかり
密着しているのを確認してください。破損した
ボディーは交換してください。また、使用ごと
にバルブ (図 38) をひねって、ゴミを落とし
てください。フィルタの定期整備間隔は100運
転時間です。

図図図 383838

1. 固定ストラップ（2本） 3. フィルタ

2. ダスト･キャップ 4. バルブ

注注注 ホコリのひどい場所で使用する場合はより頻
繁にエア･クリーナの手入れを行ってください。

フフフィィィルルルタタタとととハハハウウウジジジンンングググののの洗洗洗浄浄浄

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

重重重要要要 エエエアアア･･･クククリリリーーーナナナははは外外外さささななないいいでででくくくだだださささいいい。。。かかか
えええっっっててて、、、エエエンンンジジジンンン内内内部部部ににに異異異物物物ををを入入入れれれてててしししまままううう
危危危険険険がががああありりりままますすす。。。

1. 駐車ブレーキを掛け、ポンプとエンジンを
停止し、キーを抜き取る。

2. 助手席を倒す。

3. ストラップをゆるめてカバーとボディー
(図 38) を分離する。

4. 低圧の圧縮空気（2.8 kg 粉塵を含まない乾
いた空気）を使って、エア･クリーナ･カバー
の内部とフィルタの周囲を丁寧に清掃する。

重重重要要要 高高高圧圧圧のののエエエアアアははは、、、フフフィィィルルルタタタををを通通通しししててて異異異物物物
をををエエエンンンジジジンンン内内内部部部ににに押押押ししし込込込んんんでででしししまままううう危危危険険険ががが
あああるるるのののででで、、、使使使用用用しししななないいい。。。

5. フィルタを点検し、破損している場合は破
棄する。

6. カバーを取り付け、バルブを下にして後ろ
から見たときに時計の5時から7時の方向に
なるように向け、ストラップで固定する。

35

 



7. ストラップを固定する (図 38)。

8. エア･クリーナのカバーからゴム製バルブ
を取り外す。

9. バルブを洗浄し、元通りにカバーに取り付
ける。

新新新しししいいいフフフィィィルルルタタタ・・・エエエレレレメメメンンントトトののの取取取りりり付付付けけけ

整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと

1. 新しいフィルタに傷がついていないか点検
する。特にフィルタの密着部に注意する。

重重重要要要 破破破損損損しししててていいいるるるフフフィィィルルルタタタををを再再再使使使用用用しししななな
いいいでででくくくだだださささいいい。。。

2. 汚れを落とさないように注意しながら、ボ
ディー内部から古いエレメントを静かに引
き出す。

注注注 ボディーにフィルタをぶつけないように
注意してください。

3. フィルタをボディー内部にしっかり取り付け
る。エアクリーナの外側リムをしっかり押さ
えて確実にボディーに密着させる。フィル
タの真ん中（柔らかい部分）を持たない。

4. カバーを取り付け、バルブを下にしてスト
ラップで固定する (図 38)。

5. エレメントを軽く絞ってオイルを全体にゆ
きわたらせる。

エエエンンンジジジンンン･･･オオオイイイルルルにににつつついいいててて
エンジン･オイルとフィルタは使用開始後50
運転時間で初回交換し、その後は 150 運転時
間ごとに交換します。

油量は 4.7 リットル（フィルタ共）です。

以下の条件を満たす高品質なエンジン・オイル
を使用してください：

• API規格 CH-4、CI-4 またはそれ以上のクラス

• 推奨オイル：SAE 15W40（-18℃以上）

• 他に使用可能なオイル： SAE 10W30 また
は 5W30（全温度帯）

トロのプレミアム・エンジン・オイル（15W-40
または 10W-30）を代理店にてお求めいただく
ことができます。パーツカタログでパーツ番
号をご確認ください。

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

400運転時間ごと/1年ごと （い
ずれか早く到達した方）

注注注 エンジン･オイルを点検する最もよいタイミ
ングは、その日の仕事を始める直前、エンジン
がまだ冷えているうちです。既にエンジンを始
動してしまった場合には、一旦エンジンを停止
し、オイルが戻ってくるまで約 10 分間程度
待ってください。油量を点検し、ディップス
ティックの ADD マーク以下であれば FULLマー
クまで補給します。入入入れれれすすすぎぎぎななないいいこここととと。。。油量
が ADD マークと FULLマークの間であれば補給
の必要はありません。

エンジンにはオイルを入れて出荷しています
が、初回運転の前と後に必ずエンジン･オイル
の量を確認してください。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 助手席の下にあるディップスティックを抜
き､ウェスで一度きれいに拭く (図 39)。
ディップスティックを、チューブの根元ま
でもう一度しっかりと差し込む。ディップ
スティックを引き抜いて油量を点検する。

図図図 393939

1. ディップスティック

3. 油量が少なければ､バルブ・カバーの上につ
いている補給口(図 40)を開け、ディップス
ティックの Full マークまでオイルを補給す
る；オイルの種類や粘度の選択については
「エンジン･オイルについて」を参照｡補給
するときは､ディップスティックで確認しな
がら少量ずつ入れてください｡入れすぎない
よう注意してください｡
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図図図 404040

1. オイル補給口

4. キャップを取り付ける。

5. ディップスティックをしっかり差し込んで
終了｡

エエエンンンジジジンンン・・・オオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 50 時間

150運転時間ごと

150運転時間ごと

1. エンジンを始動し、しばらく暖気運転す
る；これによりオイルが温められて排出し
やすくなる。

2. 駐車ブレーキを掛け、ポンプとエンジンを
停止し、キーを抜き取る。

3. 運転席を倒す。

運運運転転転終終終了了了直直直後後後ははは、、、運運運転転転席席席下下下ののの機機機器器器ががが非非非常常常ににに
熱熱熱くくくなななっっっててていいいるるる。。。不不不用用用意意意ににに触触触るるるととと火火火傷傷傷ををを負負負
ううう危危危険険険がががあああるるる。。。

運運運転転転終終終了了了直直直後後後ににに機機機器器器ににに触触触れれれるるる場場場合合合にににはははあああるるる
程程程度度度ののの冷冷冷却却却時時時間間間をををおおおくくくこここととと。。。

4. オイル･ドレンの下に廃油受けを置く。

5. ドレン・プラグを抜く(図 41)。

図図図 414141

1. オイル･ドレン・プラグ

6. フィルタの下にもオイルを受ける容器をお
く。

7. 古いオイルフィルタ（図 42）を外す。

図図図 424242

1. オイルフィルタ

8. フィルタ･アダプタのガスケットの表面を
きれいに拭く。

9. 新しいフィルタのガスケットにオイルを薄
く塗る。

10.アダプタに新しいフィルタを取り付ける。
ガスケットがアダプタに当たるまで手でね
じ込み、そこから更に 1/2 回転増し締めす
る(図 42)。

注注注 締めすぎないようにしてください。

11.オイルが完全に抜けたら、プラグを元通り
に取り付け、13.6 N.m（1.4 kg.m）にトル
ク締めする。

12.廃油はリサイクルセンターに持ち込むなど
適切な方法で処分する。

13.オイル補給口のキャップを取り、所要量の約
80% のオイルを補給口から入れる (図 39)。

14.オイルの量を点検する。

15.ディップスティックの FULL マークに達す
るまで補給口から残りのオイルをゆっくり
と補給する｡

重重重要要要 オオオイイイルルルののの入入入れれれすすすぎぎぎはははエエエンンンジジジンンンをををいいいたたた
めめめままますすす。。。

16.キャップを元通りに取り付ける。
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燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

条条条件件件次次次第第第でででははは軽軽軽油油油ははは引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすくくく、、、火火火
災災災ややや爆爆爆発発発ををを起起起こここすすすととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。発発発
火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災
なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで行行行いいい、、、燃燃燃料料料をををこここ
ぼぼぼさささぬぬぬよよよううう、、、補補補給給給ににに際際際しししてててははは漏漏漏斗斗斗なななどどど
ののの器器器具具具ををを使使使用用用すすするるる。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふ
ききき取取取るるる。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。燃燃燃料料料ををを
補補補給給給すすするるる時時時ははは、、、タタタンンンククク上上上面面面かかかららら約約約252525 mmmmmm
下下下のののレレレベベベルルルををを超超超えええててて給給給油油油しししななないいい。。。こここれれれ
ははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ははは膨膨膨張張張しししたたたとととききき
にににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすするるるたたた
めめめででであああるるる。。。

••• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや
炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容
器器器ででで保保保存存存ししし、、、容容容器器器にににははは必必必ずずずキキキャャャッッップププををを
はははめめめるるる。。。

燃燃燃料料料ララライイインンンととと接接接続続続ののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 50 時間

400運転時間ごと/1年ごと （い
ずれか早く到達した方）

劣化・破損状況やゆるみが出ていないかを点
検を行ってください。

燃燃燃料料料系系系統統統かかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき
1. 平らな場所に駐車する。

2. 燃料タンクに少なくとも半分程度の燃料が
あることを確認する。

条条条件件件次次次第第第でででははは軽軽軽油油油ははは引引引火火火･･･爆爆爆発発発しししやややすすすくくく、、、火火火
災災災ややや爆爆爆発発発ををを起起起こここすすすととと非非非常常常ににに危危危険険険ででであああるるる。。。発発発
火火火しししたたたりりり爆爆爆発発発しししたたたりりりすすするるるととと、、、やややけけけどどどややや火火火災災災
なななどどどををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 燃燃燃料料料補補補給給給ははは必必必ずずず屋屋屋外外外ででで行行行いいい、、、燃燃燃料料料をををこここ
ぼぼぼさささぬぬぬよよよううう、、、補補補給給給ににに際際際しししてててははは漏漏漏斗斗斗なななどどど
ののの器器器具具具ををを使使使用用用すすするるる。。。こここぼぼぼれれれたたた燃燃燃料料料はははふふふ
ききき取取取るるる。。。

••• 燃燃燃料料料タタタンンンククク一一一杯杯杯ににに入入入れれれななないいいこここととと。。。燃燃燃料料料ををを
補補補給給給すすするるる時時時ははは、、、タタタンンンククク上上上面面面かかかららら約約約252525 mmmmmm
下下下のののレレレベベベルルルををを超超超えええててて給給給油油油しししななないいい。。。こここれれれ
ははは、、、温温温度度度ががが上上上昇昇昇しししててて燃燃燃料料料ははは膨膨膨張張張しししたたたとととききき
にににあああふふふれれれななないいいよよようううににに空空空間間間ををを確確確保保保すすするるるたたた
めめめででであああるるる。。。

••• 燃燃燃料料料取取取りりり扱扱扱いいい中中中ははは禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守ししし、、、火火火花花花ややや
炎炎炎ををを絶絶絶対対対ににに近近近づづづけけけななないいい。。。

••• 燃燃燃料料料ははは安安安全全全ででで汚汚汚れれれのののななないいい認認認可可可ささされれれたたた容容容
器器器ででで保保保存存存ししし、、、容容容器器器にににははは必必必ずずずキキキャャャッッップププををを
はははめめめるるる。。。

3. 燃料タンクのキャップの周囲をきれいに拭
く (図 43)。

G009464

1

図図図 434343

1. エア抜きプラグ

4. キーを ON 位置に回す。

注注注 燃料ポンプが作動してネジの周囲から空
気が追い出されてきます。

5. 燃料が連続的に流れるのがネジ穴から確認
できるまでキーを ON に保持しておく。

6. エア抜きネジを締めて始動キーを OFF に
する｡

7. 燃料噴射ポンプのエア抜きネジを開ける
(図 44)｡
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図図図 444444

1. 燃料噴射ポンプのエア抜きネジ

8. キーを ON 位置に回す。

注注注 燃料ポンプが作動してネジの周囲から空
気が追い出されてきます。

9. 燃料が連続的に流れるのがネジ穴から確認
できるまでキーを ON に保持しておく。

10.エア抜きネジを締めて始動キーを OFF に
する｡

注注注 通常はこれでエンジンが始動するようになり
ます｡始動できない時は噴射ポンプとインジェ
クタの間にエアが入っている可能性がありま
す；「インジェクタからのエア抜き」を参照し
てください。

イイインンンジジジェェェクククタタタかかからららのののエエエアアア抜抜抜ききき
通常のエア抜きではエンジンが始動できない
場合に行います。「燃料系統からのエア抜き」
を参照してください。

1. No.1ノズルホルダーへのパイプ接続部をゆ
るめる。

2. スロットルを FAST 位置にセットする。

3. 始動キーをSTART位置に回し、接続部から流
れ出る燃料を観察する。燃料が泡立たなく
なったらキーをOFFに戻す。

4. パイプを元通りにしっかり締め付ける。

5. 残りのノズルからも上記の要領でエアを抜
く。

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの内内内部部部清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと/1年ごと （いずれ

か早く到達した方）

燃料システムが汚染された時や、長期にわたっ
て格納する場合、タンクを空にして内部を清掃
してください。タンクの清掃にはきれいな燃料
を使用してください。

1. 燃料フィルタの下に適当な容器をおく。

2. 燃料ラインをタンクに接続しているエル
ボ・フィッティングを見つける。タンクか
らフィッティングとホースを外し、出てく
る燃料を容器に回収する。

3. ホースの先を容器にいれ、ラインに残って
いる燃料も容器に回収する。

注注注燃料フィルタの交換はこの時に行うのがベ
ストです。「燃料フィルタの交換」を参照。

4. 必要に応じ、きれいな燃料でタンクの内部
を洗浄する。

5. タンクの底部に燃料タンク用燃料フィルタ
を取り付ける。

6. タンクにきれいな燃料を入れる。

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの整整整備備備
2つの燃料フィルタが使われています。一つは
水セパレータと兼用（燃料ポンプとキャブレ
ターの間）であり、もう一つは燃料タンク内部
（燃料タンクの出口フィッティングについて
いる）です。

ウウウォォォーーータタターーー･･･セセセパパパレレレーーータタタののの整整整備備備：：：

整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと

水セパレータ（図 45）の水抜きは毎日おこなっ
て異物を除去してください。

1. 燃料フィルタの下に汚れのない容器をおく。

2. キャニスタ下部のドレン・プラグをゆるめ
て水や異物を流し出す。

図図図 454545

1. 燃料フィルタ水セパレータのキャニスタ

3. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬ
ぐう。

4. フィルタ容器を外して取り付け部をきれい
に拭く。
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5. ガスケットにきれいなオイルを薄く塗る。

6. ガスケットが取り付け部に当るまで手でねじ
込み、そこからさらに1/2回転締め付ける。

7. キャニスタ下部のドレン・プラグを締める。

タタタンンンククク直直直付付付けけけ燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと

1. 駐車ブレーキを掛け、ポンプとエンジンを
停止し、キーを抜き取る。

2. タンクの出口フィッティングをタンクから
外し、フィッティングにホースを固定して
いるクランプをゆるめる。

3. 新しいフィルタ・フィッティングを取り付
ける。これらのパーツはToro正規代理店に
てお求めになれます。

4. 新しく取り付けたフィッティングにホース
を取り付け、既存のクランプで固定する。

5. タンク出口フィッティングを燃料タンクに
取り付ける。「燃料タンクからの燃料の抜
き取り」手順を行う。

電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

ヒヒヒュュューーーズズズののの交交交換換換
運転席下にヒューズブロックがあり、7本は搭
載、1本は未使用です (図 46)。
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図図図 464646

1. 液剤散布回路 5. 左ブーム･アクチュエータの
サーマル･ブレーカ

2. ヘッドライト 6. 右ブーム･アクチュエータの
サーマル･ブレーカ

3. クルーズ・コントロール 7. 未使用；右ブーム側泡マー
カー

4. パワー 8. 未使用

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第656565号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

バババッッッテテテリリリーーーののの電電電極極極部部部ややや端端端子子子なななどどどののの部部部分分分ににに
ははは鉛鉛鉛ややや鉛鉛鉛含含含有有有物物物質質質ががが含含含まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリ
フフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここれれれらららののの物物物質質質ががが癌癌癌ややや
先先先天天天性性性異異異常常常ののの原原原因因因とととなななるるるとととささされれれててていいいるるる。。。

取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手ををを洗洗洗うううこここととと。。。
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バッテリーはいつもきれいに、またフル充電
状態に保持してください。バッテリーやバッ
テリー･ボックスはペーパータオルで清掃しま
す。端子部に腐食が発生した場合には、重曹水
（水４：重曹１）で清掃します。清掃後は、腐
食防止のためにバッテリー端子にワセリンなど
を塗布してください。

電圧： 12 V, 冷間クランキング電流 690 A @
-18 °C

バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外ししし

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛
け、ポンプとエンジンを停止し、キーを抜
き取る。

2. バッテリー･リテーナと固定金具を外す
（図 47）。

図図図 474747

1. バッテリー 2. バッテリー・リテーナ

3. バッテリー端子からマイナス・ケーブル
（黒）を外す。

バババッッッテテテリリリーーー・・・ケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続ルルルーーートトトががが不不不適適適
切切切ででであああるるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて
火火火花花花ががが発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが
爆爆爆発発発ををを起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナススス
（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次にににプププラララ
ススス（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルををを外外外すすす。。。

••• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
（（（赤赤赤）））ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかかららら
マママイイイナナナススス（（（黒黒黒）））ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属
部部部分分分ががが触触触れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが
発発発生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを
起起起こここししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行ううう
ととときききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属部部部ををを接接接触触触さささせせせななないいい
よよようううににに注注注意意意すすするるる。。。

••• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななな
いいい。。。

••• バババッッッテテテリリリーーー押押押さささえええははは必必必ずずず取取取りりり付付付けけけるるる。。。

4. バッテリー端子からプラス・ケーブル（赤）
を外す。

5. バッテリーを取り出す。

バババッッッテテテリリリーーーををを取取取りりり付付付けけけるるる

整整整備備備間間間隔隔隔::: 50運転時間ごと

1. バッテリー端子が車両の後を向くようにし
てバッテリー･ボックスに置く｡

2. 赤いプラス･ケーブルをバッテリーの（＋）
端子に、黒いマイナス･ケーブル(－)をバッ
テリーの（－）端子に取り付け、ボルトと
蝶ナットで固定する。両方の端子にゴムカ
バーを取り付ける。

3. バッテリー押さえを元通りに取り付ける
(図 47)。

重重重要要要 バババッッッテテテリリリーーー押押押さささえええははは必必必ずずず取取取りりり付付付けけけてててくくく
だだださささいいい。。。

バババッッッテテテリリリーーーををを充充充電電電すすするるる

重重重要要要 バババッッッテテテリリリーーーははは常常常時時時フフフルルル充充充電電電状状状態態態ににに維維維持持持ししし
てててくくくだだださささいいい（（（こここのののとととききき電電電解解解液液液ののの比比比重重重ははは1.2601.2601.260 ににに
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なななりりりままますすす）））。。。特特特ににに氷氷氷点点点下下下ででで保保保管管管すすするるる場場場合合合にににははは
こここのののここことととををを守守守っっってててくくくだだださささいいい。。。

1. 車体からバッテリーを外す；「バッテリー
の取り外し」を参照

2. 充電器に接続し、充電電流を 3～4 A に
セットする。3～4 Aで4～8時間充電する
（12V）。充充充電電電しししすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるる
こここととと。。。

充充充電電電中中中ははは爆爆爆発発発性性性のののガガガスススががが発発発生生生すすするるる。。。

充充充電電電中中中ははは絶絶絶対対対禁禁禁煙煙煙ををを厳厳厳守守守。。。バババッッッテテテリリリーーーににに
火火火気気気ををを近近近づづづけけけななないいい。。。

3. 車体にバッテリーを取り付ける；「バッテ
リーの取り付け」を参照。

バババッッッテテテリリリーーーののの保保保管管管

本機を30日間以上にわたって格納保管する場
合には、バッテリーを機体から外して充電して
ください。充電終了後は、機体に取り付けて保
存しても、機体から外したままで保存しても構
いません。機体に取り付けて保存する場合は、
ケーブルを外しておいてください。温度が高い
とバッテリーは早く放電しますので、涼しい場
所を選んで保管してください。バッテリーを凍
結させないためには、完全充電しておくこと
が大切です。

走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

8運転時間ごと又は運転開始前にタイヤ空気圧
を点検してください｡適正圧は 124 kPa（1.25
kg/cm2）です｡タイヤの磨耗状態や傷み具合の
点検も行ってください。

タタタイイイヤヤヤとととホホホイイイーーールルルののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 8 時間—ホイー

ル・ナットのトルク締めを行
う。

100運転時間ごと—ホイール・
ナットのトルク締めを行う。

100運転時間ごと—タイヤの状態
と磨耗程度を点検する。

前輪のラグナットは 75～102 N•m（7.6～
10.3 kg.m）、後輪のラグナットは 102～122 N•m
（10.4～12.4 kg.m）にトルク締めする。

運転中に縁石にぶつけるなどした場合、リム
が破損したり、トーインが狂ったりする可能性
がありますから、このような事故の後では必
ず点検してください。

プププラララネネネタタタリリリ・・・ギギギアアア・・・オオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 8 時間

400運転時間ごと

8運転時間で初回交換を行い､ その後は400運転
時間ごとに１回に交換してください｡

使用するオイルは､ SAE 85W－140 ギア･オイ
ルです｡

1. 平らな場所で､ 点検/ドレン・プラグが一番
下の位置（ドレン位置）にくるようにして
駐車する図 48。
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図図図 484848

1. オイルを排出するときのドレン・プラグの位置

2. 駐車ブレーキを掛け、ポンプとエンジンを
停止し、キーを抜き取る。

3. ドレン・プラグの下に容器を置き、プラグ
を外す (図 48)。

4. 内側のドレン･プラグの下に容器を置き、こ
のプラグを外す (図 49)。

G002246

1

図図図 494949

1. 内側のドレン・プラグ

5. 今度は点検/ドレンプラグが 図 50の位置
（補給位置）にくるように駐車する｡

G002016

1

2

図図図 505050

1. 上の穴（ここからオイルを
補給する）

2. 下の穴

6. 駐車ブレーキを掛け、ポンプとエンジンを
停止し、キーを抜き取る。

7. 上の穴から新しい SAE 85W－140オイルを入
れる｡穴の下のフチまでオイルを入れる。

8. 全部のプラグを取り付ける｡

9. 他のブームについても、上記手順3～9を行
う。

10.廃油はリサイクルセンターに持ち込むなど
適切な方法で処分する。

前前前輪輪輪のののトトトーーーイイインンンののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 200運転時間ごと/1年ごと （いずれ

か早く到達した方）

トーインの適正値は 0～3 mm です。

1. 4 輪全部のタイヤ空気圧を点検する；「タイ
ヤ空気圧を点検する」を参照。

2. 前輪の前と後ろで、左右のタイヤの中央線
間距離を測る；計測はアクスルの高さで行
う(図 51)。

タイヤの前側での測定値が後側での測定値
よりも 0～3 mm 小さければよい。
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図図図 515151

1. タイヤのセンターライン； 後
側

3. アクスルのセンターライン

2. タイヤのセンターライン； 前
側

3. 前後の測定値の差が所定範囲にない場合、
タイロッド両端のジャムナットを外して調
整を行う(図 52)。

図図図 525252

1. ジャム・ナット 2. タイロッド

4. タイ･ロッドを回して前タイヤを内向きまた
は外向きに調整する。

5. 正しく調整できたら、タイ･ロッドのジャ
ム･ナットを締める。

6. ハンドルで右旋回と左旋回操作を行って、
左右一杯までハンドルが切れることを確認
する。

冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

冷冷冷却却却液液液ののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

冷却液は水とエチレングリコール不凍液の
50/50 混合液です｡ラジエターと補助タンクの
中の液量を毎日の作業前に点検してください｡
容量は 5.4 リットルです｡

エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後ははは、、、冷冷冷却却却液液液ががが高高高温温温高高高圧圧圧状状状
態態態とととなななっっっててていいいるるる場場場合合合がががあああるるる。。。エエエンンンジジジンンンががが熱熱熱
いいい時時時にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととと冷冷冷
却却却水水水ががが噴噴噴出出出しししててて自自自分分分ややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに火火火傷傷傷ををを
負負負ううう可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

エエエンンンジジジンンン停停停止止止後後後、、、少少少なななくくくとととももも151515分分分間間間程程程度度度
待待待っっっててて、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええてててかかからららキキキャャャッッップププ
ををを開開開けけけるるるこここととと。。。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 駐車ブレーキを掛け、ポンプとエンジンを
停止し、キーを抜き取る。

3. ラジエターのキャップを注意深く開ける
(図 53)｡

図図図 535353

1. ラジエターのキャップ 3. 補助タンクのキャップ

2. 補助タンク 4. 補助タンクの上限ライン

4. ラジエター内部と補助タンクの液量を点検
する｡

注注注 ラジエターは補給口の首の部分まで、補
助タンクはFULLマークまであれば適正です。

5. 不足であれば補給する｡ラジエターは首の部
分まで、タンクはFULLマークまで入れる。補補補
助助助タタタンンンクククににに入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるる。。。
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重重重要要要 水水水だだだけけけををを補補補給給給しししたたたりりり、、、アアアルルルコココーーールルル系系系ののの
冷冷冷却却却液液液ををを使使使用用用しししたたたりりりしししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

6. 各タンクのキャップを閉める｡

冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 100運転時間ごと

200運転時間ごと

400運転時間ごと/1年ごと （い
ずれか早く到達した方）

ラジエターの放熱フィンを､圧縮空気か軟らかい
ブラシで清掃してください。汚れが激しければ
より頻繁な清掃が必要です｡また、冷却液のホー
スを点検し、痛んでいれば交換してください。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンががが高高高温温温ののの時時時ににに水水水をををかかかけけけななないいいでででくくく
だだださささいいい｡｡｡

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンがががオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトトしししててていいいるるるとととききき
ににに、、、ラララジジジエエエタタターーーににに冷冷冷却却却液液液ををを入入入れれれななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。エエエンンンジジジンンンががが急急急冷冷冷ささされれれててて損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性ががが
ああありりりままますすす｡｡｡

冷却液の点検（メーカーの指示に従って）を行
う。冷却液は水とエチレングリコール不凍液の
50：50混合液、容量は 5.4 リットルです。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛
け、ポンプとエンジンを停止し、キーを抜
き取る。

エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後ははは、、、冷冷冷却却却液液液ががが高高高温温温高高高圧圧圧状状状
態態態とととなななっっっててていいいるるる場場場合合合がががあああるるる。。。エエエンンンジジジンンンががが熱熱熱
いいい時時時にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととと冷冷冷
却却却水水水ががが噴噴噴出出出しししててて自自自分分分ややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに火火火傷傷傷ををを
負負負ううう可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

エエエンンンジジジンンン停停停止止止後後後、、、少少少なななくくくとととももも151515分分分間間間程程程度度度
待待待っっっててて、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええてててかかからららキキキャャャッッップププををを
開開開けけけるるるこここととと。。。ラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププににに素素素手手手
ででで触触触れれれららられれれるるる程程程度度度ににに冷冷冷えええててていいいるるるここことととががが必必必
要要要ででであああるるる。。。

2. エンジンが十分に冷えているのを確認して
ラジエターのキャップを開ける (図 54)。

図図図 545454

1. ラジエターのキャップ

3. ラジエターの下に大きな容器をおく。

4. ドレン (図 55) を開いて冷却液を排出する。

図図図 555555

5. ドレンを閉じる。

6. ラジエター･キャップを取る。

7. キャップの約 25 mm 下まで、ゆっくりと冷
却液を入れる。

注注注 冷却液が熱膨張したときにあふれない程
度の隙間を残すためです。

8. 時間をかけて十分な量の冷却液を入れる。

9. ラジエターのキャップを軽く締めてエンジ
ンを始動する。

10.エンジンが温まるとサーモスタットが開く。

注注注 通常は、80～88 °C で開きます。
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エエエンンンジジジンンンががが回回回転転転しししててていいいるるるたたためめめ、、、冷冷冷却却却液液液ののの温温温
度度度がががあああがががりりり、、、圧圧圧力力力ががが上上上昇昇昇しししてててくくくるるる。。。エエエンンンジジジ
ンンンががが熱熱熱いいい時時時にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププををを開開開けけけ
るるるととと冷冷冷却却却水水水ががが噴噴噴出出出しししててて自自自分分分ややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに
火火火傷傷傷ををを負負負ううう可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

必必必ずずず防防防具具具ををを使使使用用用ししし、、、安安安全全全ににに十十十分分分注注注意意意しししててて
作作作業業業すすするるるこここととと。。。

11.冷却液の温度が上昇した状態で、ラジエター
をキャップの縁まで一杯に満たす。

12.ラジエターのキャップを締め、補助タンク
のキャップを空け、COLD 位置まで冷却液
を補充する。

13.その後、エンジン始動ごとに何度か冷却液の
量を点検し、必要に応じて補給を繰り返す。

エエエンンンジジジンンン停停停止止止直直直後後後ははは、、、冷冷冷却却却液液液ががが高高高温温温高高高圧圧圧状状状
態態態とととなななっっっててていいいるるる場場場合合合がががあああるるる。。。エエエンンンジジジンンンががが熱熱熱
いいい時時時にににラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププををを開開開けけけるるるととと冷冷冷
却却却水水水ががが噴噴噴出出出しししててて自自自分分分ややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間ににに火火火傷傷傷ををを
負負負ううう可可可能能能性性性がががあああるるる。。。

エエエンンンジジジンンン停停停止止止後後後、、、少少少なななくくくとととももも151515分分分間間間程程程度度度
待待待っっっててて、、、エエエンンンジジジンンンががが冷冷冷えええてててかかからららキキキャャャッッップププををを
開開開けけけるるるこここととと。。。ラララジジジエエエタタターーーのののキキキャャャッッップププににに素素素手手手
ででで触触触れれれららられれれるるる程程程度度度ににに冷冷冷えええててていいいるるるここことととががが必必必
要要要ででであああるるる。。。

ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

ブブブレレレーーーキキキををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

運転前に点検してください。ブレーキ・ペダル
を踏んでから抵抗を感じるまでの遊びが25 mm
以上あるときは調整が必要です。「ブレーキの
調整」を参照してください。

ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備ががが適適適切切切ににに行行行わわわれれれててていいいななないいい状状状
態態態でででののの運運運転転転ははは極極極めめめててて危危危険険険でででああありりり重重重大大大ななな事事事故故故
のののもももとととででであああるるる。。。

スススプププレレレーーーヤヤヤををを運運運転転転すすするるる時時時ははは事事事前前前ににに必必必ずずずブブブ
レレレーーーキキキののの作作作動動動状状状態態態ををを点点点検検検ししし、、、必必必要要要ににに応応応じじじ
ててて調調調整整整ををを行行行うううこここととと。。。

ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
ブレーキの調整状態は毎日点検してください。
ペダルを踏んでから抵抗を感ずるまでの距離
（遊び）が 25 mm 以上になったら調整してく
ださい。

1. 平らな場所で、ポンプを停止、エンジンを
停止してキーを抜き取る。

2. 駐車ブレーキを掛ける。

3. 車両が動き出さないよう、輪止めを掛ける。

4. 駐車ブレーキを解除する。

5. ブレーキ・ケーブルの車両前端側にある前
ナットをゆるめる (図 56)。

図図図 565656

1. 前ナット 2. 後ナット
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6. 後ナットを均等に締めて、ブレーキ・ペダ
ルの遊びを1～2 cm に調整する (図 56)。

重重重要要要 後後後ナナナッッットトトははは２２２つつつををを均均均等等等ににに締締締めめめててて、、、前前前
ナナナッッットトトかかかららら突突突ききき出出出ててていいいるるるブブブレレレーーーキキキ・・・ケケケーーーブブブ
ルルルのののねねねじじじ山山山部部部分分分ががが同同同じじじ長長長さささににになななるるるよよようううにににししし
てててくくくだだださささいいい。。。

7. 前ナットを締める。

ベベベルルルトトトののの整整整備備備

走走走行行行ベベベルルルトトトののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 8 時間

100運転時間ごと

オルタネータ兼冷却ファン用ベルトの状態と
張りを点検する。必要に応じてベルトを交換し
てください。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛
け、ポンプとエンジンを停止し、キーを抜
き取る。

2. ベルト中央部を上から 10 kg 程度の力で押
してたわみの大きさを調べる。

注注注 10～12 mm 程度のたわみが出るのが適正
である。たわみが適正でない場合には 3へ
進む。たわみが適正であれば、ベルトの点
検は終了する。

3. ブレースをエンジンに固定しているボルト、
およびオルタネータをブレースに固定して
いるボルトをゆるめる (図 57)。

図図図 575757

1. オルタネータ･ベルト 3. オルタネータ

2. ブレース 4. ボルト

4. オルタネータとエンジンの間にバールを入
れてオルタネータの位置を動かしてベルト
に張りを出す。

5. 適切なたわみが出たら、ボルトを締めて調
整を固定する。

6. ロックナットを締めて調整を固定する。
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油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧オオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛
け、ポンプとエンジンを停止し、キーを抜
き取る。

2. ポンプを停止、エンジンを停止してキーを
抜き取る。

3. 油圧オイルタンクの注油口周辺をきれいに
拭き､キャップを外す (図 58)｡

図図図 585858

1. 油圧オイルタンクのキャップ

重重重要要要 こここのののオオオイイイルルルののの点点点検検検ややや給給給油油油ににに際際際しししてててははは、、、
内内内部部部ににに異異異物物物ををを入入入れれれぬぬぬよよよううう細細細心心心ののの注注注意意意ををを払払払っっっ
てててくくくだだださささいいい。。。

4. 注油口からのぞきこんでオイルの量を点検
する。

補給口の首の根元から5 cm 以内にあれば
適正である｡

5. 油量が少なければマークまで補給する
（Mobil DTE 15M または同等品）｡

6. 油圧オイル･タンクのキャップを閉める｡

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換
オイルが汚染された場合は内部のフラッシュ洗
浄作業が必要となりますので､ Toro 代理店に
ご相談ください｡

注注注 汚染されたオイルは正常なオイルに比べて乳
白色または黒っぽく見えます｡

油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用開始後最初の 5 時間

400運転時間ごと/1年ごと （い
ずれか早く到達した方）

Toro 純正フィルタをご使用ください（パーツ
番号はパーツマニュアルでご確認ください）。

重重重要要要 純純純正正正品品品以以以外外外のののフフフィィィルルルタタタををを使使使用用用すすするるるととと関関関連連連機機機
器器器ののの保保保証証証ががが適適適用用用ささされれれなななくくくなななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

高高高温温温ののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルににに触触触れれれるるるととと激激激しししいいい火火火傷傷傷
ををを負負負ううう。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルル関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、必必必ずずずオオオ
イイイルルルののの温温温度度度ががが十十十分分分ににに冷冷冷えええててていいいるるるのののををを確確確かかか
めめめてててかかかららら行行行うううこここととと。。。

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛
け、ポンプとエンジンを停止し、キーを抜
き取る。

2. フィルタ容器の周辺をウェスできれいにぬ
ぐう (図 59)。

図図図 595959

1. 油圧フィルタ 2. ガスケット

3. フィルタの下にオイルを受ける容器をおく。

4. フィルタを外す(図 59)。

5. 新しいフィルタのガスケットにオイルを塗
る (図 59)。

6. 取り付け部が汚れていないのを確認する。

7. ガスケットが取り付けプレートに当たるま
で手で回して取り付け、そこから更に1/2
回転増し締めする。

8. エンジンを始動して２分間運転し、システ
ム内のエアをパージする。エンジンを停止
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し、タンクの油量を点検し、オイル漏れが
ないか調べる。

9. フィルタはリサイクルセンターに持ち込む
など適切な方法で処分する。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと/1年ごと （いずれ
か早く到達した方）

使用するオイルは Mobil DTE15M 油圧オイルま
たは同等品、容量は 40.1 リットルです。

注注注 Mobil EAL Envirosyn 46H は生分解型の合成
オイルであり、本機の油圧オイルとして使用
することができます。

重重重要要要 純純純正正正品品品以以以外外外のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるととと関関関連連連機機機
器器器ののの保保保証証証ががが適適適用用用ささされれれなななくくくなななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

高高高温温温ののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルににに触触触れれれるるるととと激激激しししいいい火火火傷傷傷
ををを負負負ううう。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルル関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、必必必ずずずオオオ
イイイルルルののの温温温度度度ががが十十十分分分ににに冷冷冷えええててていいいるるるのののををを確確確かかか
めめめてててかかかららら行行行うううこここととと。。。

1. 油圧オイル・フィルタを交換する「油圧フィ
ルタの交換」を参照。

2. 油圧オイルタンクの底面についているホース
のうちの1本の周辺をきれいに拭く (図 60)。

図図図 606060

1. 油圧ホースとフィッティング

3. フィッティングの下に大きな容器を置く。

4. ホースのフィッティングをタンクから外し
てオイルを容器に受ける (図 60)。

5. フィッティングとホースを元通りに取り付
け、固定する。

6. 給油口から約 40.1 リットルのオイル
（Mobil DTE 15M または同等品）を入れる。

7. エンジンを始動させ、3～5分間のアイドリ
ングを行ってオイルを全体に行き渡らせ、
内部にたまっているエアを逃がす。

8. エンジンを停止し、タンクの油量を点検し、
オイル漏れがないか調べる。

9. 廃油はリサイクルセンターに持ち込むなど
適切な方法で処分する。

油油油圧圧圧ララライイインンンとととホホホーーースススののの点点点検検検

毎日､ 油圧ホースと油圧ラインを点検し､ 漏
れ､ 折れ､ サポートのゆるみ､ 磨耗や腐食が
あれば交換してください｡修理不十分のまま運
転しないでください｡

高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる油油油圧圧圧オオオイイイルルルははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通
ししし、、、身身身体体体ににに重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

••• 油油油圧圧圧装装装置置置ををを作作作動動動さささせせせるるる前前前ににに、、、全全全部部部のののララライイイ
ンンンコココネネネクククタタタががが適適適切切切ににに接接接続続続ささされれれててていいいるるるこここ
ととと、、、おおおよよよびびびララライイインンンやややホホホーーースススののの状状状態態態ががが良良良好好好
ででであああるるるここことととををを確確確認認認すすするるるこここととと。。。

••• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルル・・・リリリーーークククやややノノノズズズルルルかかかららら
ははは油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるののの
ででで、、、手手手なななどどどををを近近近づづづけけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

••• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを
使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

••• 油油油圧圧圧シシシススステテテムムムののの整整整備備備作作作業業業ををを行行行ううう前前前ににに､､､内内内
部部部ののの圧圧圧力力力ををを完完完全全全ににに解解解放放放しししててておおおくくくこここととと。。。

••• 万万万一一一オオオイイイルルルががが皮皮皮下下下ににに入入入っっったたたららら直直直ちちちににに専専専門門門
医医医ののの手手手当当当てててををを受受受けけけるるる。。。
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散散散布布布系系系統統統ののの保保保守守守

こここののの散散散布布布装装装置置置ででで取取取りりり扱扱扱ううう農農農薬薬薬ははは人人人体体体ややや動動動植植植
物物物、、、土土土壌壌壌なななどどどににに危危危険険険ををを及及及ぼぼぼすすす可可可能能能性性性がががあああるるる
のののででで取取取りりり扱扱扱いいいにににははは十十十分分分注注注意意意すすするるるこここととと。。。

••• 自自自分分分自自自身身身ののの安安安全全全ををを守守守るるるたたためめめににに、、、農農農薬薬薬ををを取取取
りりり扱扱扱ううう前前前ににに、、、容容容器器器ににに張張張っっってててあああるるるラララベベベルルルややや
安安安全全全デデデーーータタタ･･･シシシーーートトトなななどどど取取取りりり扱扱扱いいい上上上ののの注注注
意意意をををよよよくくく読読読んんんででで理理理解解解ししし、、、薬薬薬剤剤剤メメメーーーカカカーーーののの
指指指示示示ををを守守守るるる。。。たたたとととえええばばば、、、保保保護護護めめめがががねねね（（（ゴゴゴ
グググルルル）））、、、手手手袋袋袋なななどどど、、、薬薬薬剤剤剤とととののの接接接触触触ををを防防防止止止
ししし危危危険険険かかかららら身身身ををを守守守るるるここことととのののででできききるるる適適適切切切ななな
保保保護護護対対対策策策ををを講講講じじじるるる。。。

••• 散散散布布布すすするるる薬薬薬剤剤剤ははは一一一種種種類類類とととははは限限限らららななないいいののの
ででで、、、取取取りりり扱扱扱っっっててていいいるるるすすすべべべてててののの薬薬薬剤剤剤ににに関関関ししし
ててて注注注意意意事事事項項項ををを必必必ずずず確確確認認認すすするるる。。。

••• 上上上記記記安安安全全全確確確保保保ににに必必必要要要ななな情情情報報報ががが手手手ににに入入入ららら
ななないいい場場場合合合にににははは、、、こここののの装装装置置置ののの運運運転転転ををを拒拒拒否否否
すすするるるこここととと！！！

••• 散散散布布布装装装置置置ののの取取取りりり扱扱扱いいいををを開開開始始始すすするるるまままえええににに、、、
そそそののの装装装置置置ををを前前前回回回使使使用用用しししたたたあああとととににに薬薬薬剤剤剤メメメーーー
カカカーーーののの指指指示示示ににに従従従っっっててて333回回回のののすすすすすすぎぎぎ洗洗洗いいいややや
必必必要要要ななな中中中和和和処処処理理理ががが行行行わわわれれれたたたかかかををを確確確認認認すすす
るるるこここととと。。。

••• 十十十分分分ななな量量量ののの水水水ととと石石石鹸鹸鹸ををを身身身近近近ににに常常常備備備ししし、、、薬薬薬
剤剤剤ががが皮皮皮膚膚膚ににに直直直接接接触触触れれれたたた場場場合合合にににははは、、、直直直ちちち
ににに洗洗洗いいい流流流すすすこここととと。。。

ホホホーーースススののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 200運転時間ごと

400運転時間ごと/1年ごと （い
ずれか早く到達した方）

散布系統の各ホースを点検し、割れ、漏れその
他の破損が発生していないか調べてください。
同時に、接続部やフィッティングも点検してく
ださい。破損しているホースやフィッティング
は交換してください。

ポポポンンンプププののの保保保守守守

ポポポンンンプププののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと/1年ごと （いずれ
か早く到達した方）—ポンプの
ダイヤフラムを点検し、必要に

応じて交換する。 （Toro正規
代理店に依頼する）。

400運転時間ごと/1年ごと （い
ずれか早く到達した方）—ダン
プナを点検し、必要に応じて交
換する （Toro正規代理店に依
頼する）。

400運転時間ごと/1年ごと （い
ずれか早く到達した方）—ポンプ
のチェック･バルブを点検し、
必要に応じて交換する。 （Toro
正規代理店に依頼する）。

注注注 以下の構成機器は消耗機材であり通常の使用
によって劣化磨耗しますので、製造上の瑕疵が
明らかな場合を除き、このマシンの製品保証の
対象にはなりません。

Toro 代理店に依頼して、以下の項目について
ポンプの内部点検を行ってください：

• ポンプのダイヤフラム

• ダンプナ･ブラッダ

• ポンプのチェック･バルブ･アセンブリ

必要に応じて部品の交換を行ってください。

ダダダンンンプププナナナののの空空空気気気圧圧圧ををを調調調整整整すすするるる

ポンプについているダンプナの空気圧は1bar
（kg/cm2）にセットされています。ダンプナの
推奨圧力は、散布に使用する圧力の 1/3 です。
散布に使用する圧力が 3.1 bar（3.2 kg/cm2）
以上の場合には、その数値に合わせて調整し
てください。

ブブブーーームムム･･･アアアクククチチチュュュエエエーーータタタののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと

1. 平らな場所に駐車し、ブームを散布位置に
セットする。

2. 駐車ブレーキを掛け、ポンプとエンジンを
停止し、キーを抜き取る。

3. ブームが持ち上がる程度に軽く力を掛けな
がらアクチュエータ･ロッドを観察する。ア
クチュエータ･ロッドが動くようであれば、
以下を参照する。

4. 反対側のブームも同じ点検を行う。

アクチュエータのロッドに軸動（シリンダに
ロッドが入るまたは出る）が見られ、その動き
が 2.16～2.54 mm を超えている場合には、油
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圧オイルの中にエアが混入しているのでエアを
抜いてください。

アクチュエータからのエア抜きについては、
サービスマニュアルを参照するか、Toro 代理
店に依頼してください。

ブブブーーームムム･･･アアアクククチチチュュュエエエーーータタタののの緊緊緊急急急時時時
手手手動動動操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

手手手動動動リリリリリリーーーフフフ･･･バババルルルブブブををを操操操作作作すすするるるここことととににによよよ
りりり、、、ブブブーーームムムががが急急急ににに動動動いいいててて自自自身身身ややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間
にににケケケガガガをををさささせせせるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

••• 手手手動動動リリリリリリーーーフフフ･･･バババルルルブブブはははゆゆゆっっっくくくりりりととと注注注意意意
深深深くくく操操操作作作すすするるるこここととと。。。

••• 周周周囲囲囲ににに人人人ややや障障障害害害物物物がががななないいいこここととと、、、まままたたたブブブーーー
ムムムののの作作作動動動半半半径径径内内内ににに人人人がががいいいななないいいここことととををを確確確認認認
すすするるるこここととと。。。

電電電源源源ががが入入入っっったたたままままままででで手手手動動動リリリリリリーーーフフフ･･･バババルルルブブブををを
操操操作作作すすするるるととと、、、アアアクククチチチュュュエエエーーータタタののの作作作動動動でででブブブーーー
ムムムががが急急急ににに動動動いいいててて自自自身身身ややや周周周囲囲囲ののの人人人間間間にににケケケガガガををを
さささせせせるるる危危危険険険がががあああるるる。。。

アアアクククチチチュュュエエエーーータタタににに通通通電電電ささされれれててていいいるるる状状状態態態ののの
時時時ははは、、、手手手動動動リリリリリリーーーフフフ･･･バババルルルブブブををを操操操作作作しししななないいい
こここととと。。。

ブームを動かさなければいけないのに DC12V が
供給できないといった場合には、手動リリーフ･
バルブを使ってアクチュエータ内部の油圧を解
放し、ブームを手で動かすことができます。

重重重要要要 手手手動動動バババルルルブブブははは、、、４４４回回回転転転以以以上上上ゆゆゆるるるめめめななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。444回回回転転転以以以上上上ゆゆゆるるるめめめるるるとととバババルルルブブブががが完完完
全全全にににはははずずずれれれててて内内内部部部ののの油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが漏漏漏れれれてててしししままま
うううおおおそそそれれれがががああありりりままますすす。。。

1. 各アクチュエータについている手動リリー
フ･バルブを探し出す。アクチュエータのボ
ディの片側だけについている小さいほうのバ
ルブが手動リリーフ･バルブである(図 61)。

図図図 616161

1. アクチュエータ、右ブーム 2. 手動リリーフ･バルブ

注注注 機体の左右で反対向きになる関係上、左
ブーム･アクチュエータの手動リリーフ･バル
ブはアクチュエータの前面にあり、右ブー
ム･アクチュエータの手動リリーフ･バルブ
はアクチュエータの後面についています。

2. 六角レンチを使って手動リリーフ･バルブを
2～3回転以以以内内内でででゆるめる。バルブが開くに
つれてシリンダが動き出す、あるいは手で
動かせるようになる。

3. アクチュエータが元どおりの位置に戻った
ら、手動リリーフ･バルブを閉める。バル
ブを1.5～2.9 N.m（0.15～0.29 kg.m）にト
ルク締めする。

ナナナイイイロロロンンン製製製ピピピボボボッッットトト･･･ブブブッッッシシシュュュののの点点点
検検検
整整整備備備間間間隔隔隔::: 400運転時間ごと/1年ごと （いずれ

か早く到達した方）

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛
け、ポンプとエンジンを停止し、キーを抜
き取る。

2. ブームを散布位置にセットし、スタンドに載
せるか紐でつるすかして、ブームを支える。

3. ブームを支えておきながら、ピボット･ピン
をブーム・アセンブリに固定しているボル
トとナットを取り外す(図 62)。ピボット･ピ
ンを取り外す。

51

 



G002017

2

3

1

4

4

5

図図図 626262

1. ピボット・ピン 4. ナイロン製ブッシュ

2. ボルト 5. ピボット・ブラケット
3. ナット

4. センター･フレームからブーム&ピボット･ブ
ラケット･アセンブリを取り外すとナイロン
製ブッシュが見える。

5. ナイロン･ブッシュを取り外し、ピボット･
ブラケットの前面および後面側から見て点
検する(図 62)。磨耗したり破損したりして
いる場合は交換する。

6. ナイロン製ブッシュに少量のオイルを塗り、
ピボット･ブラケットに取り付ける。

7. センター･フレームにブーム&ピボット･ブラ
ケット･アセンブリを取り付け、開口部を
整列させる(図 62)。

8. ピボット･ピンを取り付け、先ほど取り外し
たボルトとナットで固定する。

各ブームについて上記の作業を行う。

洗洗洗浄浄浄

取取取水水水部部部ススストトトレレレーーーナナナののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔::: 使用するごとまたは毎日

1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛
け、ポンプとエンジンを停止し、キーを抜
き取る。

2. タンク上部の太いホースについている
赤いフィッティングからリテーナを外す
(図 63)。

図図図 636363

1. 取水部ホース 2. リテーナ

3. タンクからホースを外す (図 63)。

4. 取り付け穴からストレーナを取り出す
(図 64)。

図図図 646464

1. 取水部ストレーナ

5. 流水でストレーナを洗浄する。

6. 取り付け穴にぴったり合わせてストレーナ
を取りつける。

7. ホースを元通りに取り付け、リテーナで固
定する。
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保保保管管管
1. 平らな場所に駐車し、駐車ブレーキを掛

け、ポンプとエンジンを停止し、キーを抜
き取る。

2. エンジンのシリンダ･ヘッドや冷却フィン、
ブロア･ハウジングをふくめた車両全体を洗
浄する。

重重重要要要 機機機体体体ははは中中中性性性洗洗洗剤剤剤ととと水水水ででで洗洗洗うううここことととがががでででききき
ままますすす。。。たたただだだししし高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄器器器ははは使使使用用用しししななないいいでででくくく
だだださささいいい。。。高高高圧圧圧ののの水水水ででで洗洗洗浄浄浄すすするるるととと電電電気気気系系系統統統ややや
グググリリリススス部部部へへへ水水水ががが浸浸浸入入入すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。
まままたたた、、、コココンンントトトロロローーールルル・・・パパパネネネルルルやややヘヘヘッッッドドドララライイイ
ドドド、、、エエエンンンジジジンンン、、、バババッッッテテテリリリーーー部部部ににに大大大量量量ののの水水水ををを
かかかけけけななないいいよよようううにににしししてててくくくだだださささいいい。。。

3. 散布システムを洗浄する；「洗浄」を参照。

4. アルコール系でない不凍液をタンクに入れ
て数分間循環させ；その後、できるだけ完
全に不凍液を排出する。

5. ブーム昇降スイッチを使ってブームを上げ
る。各ブームが完全に上昇して移動走行用
クレードルに収まり、シリンダが完全に縮
んでブームがX字型にたたまれるまで待つ。
アクチュエータのロッドの破損を防止する
ため、ブーム･シリンダが完全に縮んだの
を確認する。

6. ブレーキの点検を行う；「ブレーキの保守」
の章の「ブレーキの点検」の項を参照。

7. エアクリーナの整備を行う；「エンジンの保
守」の章の「エアクリーナの整備」を参照。

8. グリスアップを行う；「潤滑」の章を参照。

9. エンジン・オイルを交換する；「エンジン
の保守」の章の「エンジン･オイルの交換」
を参照。

10.タイヤ空気圧を点検する；「走行系統の保
守」の「タイヤ空気圧の点検」を参照。

11.保管期間が 30 日間以上に及ぶ場合には、燃
料系統に以下の整備を行う：

A. エンジンを始動し約 5 分間回転させる。

B. エンジンを停止させる。

C. 新しいきれいな燃料を使って燃料タン
クを洗浄する。

D. 燃料関係のフィッティングを確実に固
定する。

12.スタータ・モータを使ってクランクを回転さ
せて内部にオイルを十分に行き渡らせる。

13.車体からバッテリーを外して電解液の量を
点検しフル充電する；「電気系統の保守」
の章の「バッテリーの手入れ」を参照。

注注注 保管期間中は、バッテリー・ケーブルを
外しておいてください。

重重重要要要 氷氷氷点点点下下下でででののの凍凍凍結結結破破破損損損ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ、、、
バババッッッテテテリリリーーーははは必必必ずずずフフフルルル充充充電電電しししてててくくくだだださささいいい。。。
フフフルルル充充充電電電しししたたたバババッッッテテテリリリーーーははは周周周囲囲囲温温温度度度約約約 4°C4°C4°C
ののの条条条件件件下下下でででほほほぼぼぼ 505050 日日日間間間電電電圧圧圧ををを保保保持持持しししままますすす。。。
保保保管管管場場場所所所ののの気気気温温温がががそそそれれれよよよりりりももも高高高いいい場場場合合合にににははは
303030 日日日ごごごとととににに液液液量量量ののの点点点検検検ととと再再再充充充電電電ををを行行行っっってててくくく
だだださささいいい。。。

14.機体各部のゆるみを点検し、必要な締め付
けや交換、修理を行う。破損個所はすべて
修理する。

15.ホースを点検し、破損や亀裂の入っている
ものは全て交換する。

16.ホースのフィッティングを確実に締め付け
る。

17.機体の塗装がはげていればタッチアップ修
理をする。

ペイントは代理店で入手することができる。

18.汚れていない乾燥した場所で保管する。

19.保管中はキーを抜き取り、子どもなどの手
の届かない場所で保管する。

20.機体にはカバーを掛けておく。
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故故故障障障探探探究究究

エエエンンンジジジンンンととと車車車両両両ののの故故故障障障探探探究究究

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. レンジ･セレクタがニュートラルに入って
いない。

1. ブレーキ･ペダルを踏み込み、レンジ・セ
レクタを ニュートラルにセットする。

2. 配線のゆるみ、腐食など。 2. 配線を点検修正する。

3. ヒューズが飛んでいる、ゆるい、など。 3. ヒューズを点検交換する。

4. バッテリーが上がっている。 4. バッテリーを充電または交換する。

5. 安全装置の故障。 5. 代理店に連絡する。

6. スタータやスタータソレノイドの故障。 6. 代理店に連絡する。

スタータがクランキングしない。

7. エンジン内部の焼き付き。 7. 代理店に連絡する。

1. ガス欠。 1. 良質の燃料を補給する。

2. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 2. 燃料タンク内部を清掃してきれいな燃料
を入れる。

3. 燃料ラインが詰まっている。 3. 洗浄または交換する。

4. 点火リレーの不良。 4. 代理店に連絡する。

クランキングするが始動しない。

5. 点火装置の不良。 5. 代理店に連絡する。

1. 燃料タンクの通気口が詰まっている。 1. 燃料キャップを交換する。

2. 燃料系統に異物、水などが混入してい
る。

2. 燃料タンク内部を清掃してきれいな燃料
を入れる。

3. 燃料フィルタが詰まっている。 3. 燃料フィルタを交換する。

4. ヒューズが飛んでいる、ゆるい、など。 4. ヒューズを点検交換する。

5. 燃料ポンプの故障。 5. 代理店に連絡する。

6. キャブレターの不良。 6. 代理店に連絡する。

7. 配線のゆるみなど。 7. 配線の接続状態を点検修正する。

始動するがすぐ止まる。

8. シリンダヘッドのガスケットの破損。 8. 代理店に連絡する。

1. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 1. 燃料タンク内部を清掃してきれいな燃料
を入れる。

2. 点火コードがゆるい。 2. 点火コードを正しく取り付ける。

3. 点火プラグの損傷。 3. 点火プラグを交換する。

4. 配線のゆるみなど。 4. 配線の接続状態を点検修正する。

始動するがノッキングを起こしたり着火不
良である。

5. エンジンがオーバーヒートしている。 5. 参照；エンジンのオーバーヒート。

1. 燃料タンクの通気口が詰まっている。 1. 燃料キャップを交換する。

2. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 2. 燃料タンク内部を清掃してきれいな燃料
を入れる。

3. 点火プラグの損傷。 3. 点火プラグを交換する。

4. キャブレターのアイドル流路が詰まって
いる。

4. 代理店に連絡する。

5. アイドル調整ネジの調整ミス。 5. 代理店に連絡する。

6. 燃料ポンプの故障。 6. 代理店に連絡する。

7. 圧縮不良。 7. 代理店に連絡する。

アイドリングできない。

8. エアクリーナのエレメントが汚れている。 8. 洗浄または交換する。
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問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. エンジン･オイルの量が不適切。 1. オイルを適量に調整する。

2. 負荷が大きすぎる。 2. 重さを軽くするか走行速度を落とす。

3. 吸気スクリーンが詰まっている。 3. 毎回清掃する。

4. 冷却フィンやブロア・ハウジング、回転ス
クリーンなどが汚れている。

4. 毎回清掃する。

エンジンがオーバーヒートしている。

5. 混合気が薄い。 5. 代理店に連絡する。

1. エンジン･オイルの量が不適切。 1. オイルを適量に調整する。

2. エアクリーナのエレメントが汚れている。 2. 洗浄または交換する。

3. 燃料に水が混入または燃料が粗悪。 3. 燃料タンク内部を清掃してきれいな燃料
を入れる。

4. エンジンのオーバーヒート。 4. 参照；エンジンのオーバーヒート。

5. 点火プラグの損傷や汚れ。 5. 点火プラグを交換する。

6. 燃料タンクの通気口が詰まっている。 6. 燃料キャップを交換する。

エンジンのパワーが出ない。

7. 圧縮不良。 7. 代理店に連絡する。

1. エンジン固定ボルトがゆるい。 1. 固定ボルトを締め付ける。異常振動・異常音。

2. エンジン自体のトラブル。 2. 代理店に連絡する。

エンジンが咳き込むあるいは止まって前進
後退できない、または速度がでない。

1. 駐車ブレーキが掛かっている。 1. 駐車ブレーキを解除する。

1. レンジ･セレクタがニュートラルになって
いる。

1. ブレーキを踏み込み、レンジ・セレクタを
適正ギアにセットする。

2. 駐車ブレーキが解除されていない。 2. 駐車ブレーキを解除またはリンクを修正。

3. トランスミッションの故障。 3. 代理店に連絡する。

4. コントロール・リンクの調整不良。 4. 代理店に連絡する。

前進も後退もできない。

5. 駆動シャフトかハブのキーが破損。 5. 代理店に連絡する。
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散散散布布布シシシススステテテムムムののの故故故障障障探探探究究究

問問問題題題 考考考えええららられれれるるる原原原因因因 対対対策策策

1. ブーム･バルブの配線不良。 1. バルブを手動でOFFに戻す。配線を外し
て接点部の点検清掃をする。

2. ヒューズが飛んでいる。 2. ヒューズを点検し、必要に応じて交換す
る。

3. ホースが折れている。 3. ホースを修正または交換する。

4. ブーム・バイパス・バルブの調整不良。 4. 正しく調整する。

5. ブーム・バルブの破損。 5. 代理店に連絡する。

ブームから散布しない。

6. 電気系統の故障。 6. 代理店に連絡する。

散布がとまらない。 1. バルブの破損。 1. 散布中止、ポンプを止め、エンジンを切
る。ブーム・バルブ下部のリテーナを取
り、内部のモータとステムを取り出す。部
品を点検し不良品を交換する。

ブーム・バルブから液洩れする。 1. Oリングの劣化。 1. 散布中止、ポンプを止め、エンジンを切
る。バルブを取り出してＯリングを交換。

1. ブーム･バイパス･バルブの調整不良。 1. 正しく調整する。

2. バルブ内部に異物。 2. バルブ前後の接続を外して異物を取り
除く。

ブームを ON にすると水圧が下がる。

3. ノズル･フィルタが詰まっている。 3. 全部のノズルを外して点検する。

1. アクチュエータ作動回路に取り付けられ
ているサーマル･ブレーカ（ヒューズ･ブ
ロックにある）が高温で作動した。

1. 温度が下がるまで待つ。ブレーカが何度
も作動する場合には代理店に連絡する。

ブーム･アクチュエータが正しく作動しない。

2. アクチュエータ作動回路に取り付けられ
ているサーマル･ブレーカ（ヒューズ･ブ
ロックにある）が作動した、また故障し
ている。

2. 代理店に連絡する。
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図図図面面面

電電電気気気回回回路路路図図図；；；車車車両両両 (Rev.(Rev.(Rev. B)B)B)
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G009414

電電電気気気回回回路路路図図図；；；散散散布布布シシシススステテテムムム (Rev.(Rev.(Rev. A)A)A)
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一般業務用機器の品質保証
２年間品質保証

保証条件および保証製品
Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社
の合意に基づき、Toro 社の製品（「製品」と呼びます）の材質上
または製造上の欠陥に対して、2年間または1500運転時間*のうち
いずれか早く到達した時点までの品質保証を共同で実施いたしま
す。この保証はエアレータを除くすべての製品に適用されます（
エアレータに関する保証については該当製品の保証書をご覧下さ
い）。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製
品」の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部
品代、運賃が含まれます。この保証は、「製品」 の当初の購入者
に納品された日から有効となります。
*アワー・メータを装備している機器に対して適用します。

保証請求の手続き
保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社
代理店（ディストリビュータ又はディーラー） に対して、お客
様から連絡をして頂くことが必要です。連絡先がわからなかった
り、保証内容や条件について疑問がある場合には、本社に直接お
問い合わせください：

 Toro Commercial Products Service Department
 Toro Warranty Company
 8111 Lyndale Avenue South
 Bloomington, MN 55420-1196
 952-888-8801
 E-mail: commercial.warranty@toro.com

オーナーの責任
「製品」のオーナーは オペレーターズマニュアル に記載された整
備や調整を実行する責任があります。これらの保守を怠った場合
には、保証が受けられないことがあります。

保証の対象とならない場合
保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象とな
るわけではありません。以下に挙げるものは、この保証の対象と
はなりません：
Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類
を搭載して使用したことが原因で発生した故障や不具合。こ
れらの製品については、別途製品保証が適用される場合があ
ります。
推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故
障や不具合。オペレーターズマニュアル に記載されている
弊社の推奨保守手順に従った適切な整備が行われていない場
合。
運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で
使用したことが原因で生じた故障や不具合。
通常の使用に伴って磨耗消耗する部品類。但しその部品に欠
陥があった場合には保証の対象となります。通常の使用に伴
って磨耗消耗する部品類とは、ブレーキ･バッドおよびライニ
ング、クラッチ･ライニング、ブレード、リール、ベッドナイ
フ、タイン、点火プラグ、キャスタホイール、タイヤ、フィ
ルタ、ベルトなどを言います。
外的な要因によって生じた損害。外的な要因とは、天候、格
納条件、汚染、弊社が認めていない冷却液や潤滑剤、添加
剤、肥料、水、薬剤の使用などが含まれます。
通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。

•

•

•

•

•

•

通常の使用に伴う「磨耗、損耗」とは、運転席のシート、機
体の塗装、ステッカー類、窓などに発生する汚れや傷を含み
ます。

部品
定期整備に必要な部品類（「部品」）は、その部品の交換時期が
到来するまで保証されます。この保証によって交換された部品は
製品の当初保証期間中、保証の対象となり、取り外された製品は
弊社の所有となります。部品やアセンブリを交換するか修理する
かの判断は弊社が行います。場合により、弊社は再製造部品によ
る修理を行います。

ディープ･サイクル･バッテリーの保証について：
ディープ･サイクル･バッテリーは、その寿命中に放出することの
できるエネルギーの総量（kWh）が決まっています。一方、バッ
テリーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により
大きく変わります。バッテリーを使用するにつれて、完全充電し
てから次に完全充電が必要になるまでの使用可能時間は徐々に短
くなってゆきます。このような通常の損耗を原因とするバッテリ
ーの交換は、オーナーの責任範囲です。本製品の保証期間中に、
上記のような通常損耗によってオーナーの負担によるバッテリー
交換の必要性がでてくることは十分に考えられます。

保守整備に掛かる費用はオーナーが負担するものとします
エンジンのチューンナップ、潤滑、清掃や磨き作業、フィルタや
冷却液の交換、推奨定期整備の実施などは、Toro 製品を適切に使
用していただく上でオーナーが自身の支出により行わなければな
らない作業です。

その他
上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなり
ます。
両社は、本製品の使用に伴って発生しうる間接的偶発的結果的損
害、例えば代替機材に要した費用、故障中の修理関連費用や装置
不使用に伴う損失などについて何らの責も負うものではありませ
ん。両社の保証責任は上記の交換または修理に限らせていただき
ます。その他については、排気ガス関係の保証を除き、何らの明
示的な保証もお約束するものではありません。商品性や用途適性
についての黙示的内容についての保証も、本保証の有効期間中の
みに限って適用されます。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州が
あります。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認め
ていない州があります。従って、上記の内容が当てはまらない場
合があります。この保証により、お客様は一定の法的権利を付与
されますが、国または地域によっては、お客様に上記以外の法的
権利が存在する場合もあります。

エンジン関係の保証について
米国においては環境保護局（EPA）やカリフォルニア州法
（CARB）で定められたエンジンの排ガス規制および排ガス規制保
証があり、これらは本保証とは別個に適用されます。くわしくは
エンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。上に規定した
期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。くわし
くは、オペレーターズマニュアル またはエンジンメーカーからの
書類に記載されている、エンジンの排ガス浄化システムの保証に
ついての説明をご覧下さい。

•

米国とカナダ以外のお客様へ
米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店（ディストリビュータまたはディー
ラ）へおたずねください。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は輸入元にご相談ください。
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